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序

埼玉県北部に位置する深谷市は、南は比企丘陵と接し、北は群馬県と接し

ています。この広大な市域の間を利根川 ・荒川 とい う国内でも有数な大河川

が賀流しています。

こうした翌かな自然環境のも と、古代人の経ら した足跡が埋蔵文化財と し

て今なお多く眠っています。なかでも、縄文時代草創期の土器を出土した西

谷辿跡をはじめと して、再葬墓で著名な上敷免追跡、県指定史跡の鹿島古墳

群、 榛沢郡家正危跡と想定される「中宿古代介庫群跡」や国指定重要文化財

「緑釉手付瓶」を検出した西浦北辿跡など、重要な辿跡が多数存在します。

深谷市では、こう した貨重な辿跡群を保護するために鋭意努力してまいり

ましたが、 やむなく破壊を免れない場合には、記録保存のための発掘調査を

実施してまいりま した。

本報倖古は、 平成 9年度 ・10年度及び18年度に国庫補助事業として、個人

住宅建築並びに個人股地改良工半に先立ち実施した発掘調査の成果をまとめ

たものです。熊野迫跡 ・西谷辿跡並びに高畑辿跡の調査であり 、古代から中

世に至る様々な迫構 ・追物が検出され、地域史を解明する上で資菫な貧料を

得ることができました。

本害が学術 ・教育関係はも とより、文化財に対する保護 ・保存の啓蒙 ・杵

及を図る夜料として広く活用いただければ幸いです

最後になりましたが、発掘調査から報告害作成まで、多大なるご理解と ご

協力を賜りました関係各位 ・諸機関に心よ り御礼申し上げます。

平成19年 3月

深谷市教吉委員会

教育長猪野幸男



例 言

1. 本芯は、平成 9年度及び10年度国庫補助!]f業として実施した埋蔵文化財発掘澗杏の成果をま とめた

ものである。

2. 発掘調査の期間及び調査担当者は、 下記の通りである。

熊野追跡108次 平成9年6月12日～平成 9年 7月11日宮本直樹

西谷追跡 平成10年11月19日～平成10年ll月301::1 烏羽政之

3. ~ 理 ・報告告刊行'.)f.業は、 半成 1 8年度国庫補助 ·J ~業と して実施 した。

4. 出土品の椴理及び図版作成は、 ‘呂•本直樹と竹野谷俊夫が行った。

5 . -4翌rの執咽は、’岩木直樹が担当 した。

6. 本井に掲載した夜料は、深谷市教育委員会が保管 している

凡例

し． 発掘調査位凶図は岡部町都市計画図 (l/2, 500及び 1/10,000) を、追跡分布図は国 I:地理院発行

『本庄』 (1/25, 000) を使用 した。

2. 辿描実測図は、現場では悲本的に l/20、カマ ド’長測図を l/ 10とし、本，f濯掲載の段階で 1/60及び

I /30とした。追物については、占K本的に L/ 3で掲載した山

3. 辿物観察表の数値に （ ）のあるものは推定値、《 》のあるものは残存値を示す

※ 第Vij: (高畑辿跡） の例苫及び凡例については、 別に記す。
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I 発掘調査に至るまでの経緯

l. 調査に至る経綽

木報告の発掘調査は、国庇補助事業と して平成

9年に実施 した熊野辿跡108次と 平成10年度に実

施 した西谷迫跡である。いずれも（個人住宅建築に

先立ち実施 したものであり 、土地所有者の協力の

下、必要最小限の措岡を講じたものである。

以下、 発掘調査に至る経綽を¥業ごとに記す。

(I) 熊野辺跡 （限登録番号No.63-017)は、 JR岡部

駅のすぐ北西に立地し、東西約l,300m、南北約

l,OOOmを測る大規模な追跡である。

平成元年、辿跡内に 『岡中央土地区咆i整理事業』

詳細な把握をするための試掘調杏が必要である旨

を伝えた。10月15日にれ業主より試掘調査依頼芥

が提出されたため、町教委が試掘調杏を実施した

とこ ろ、 追構の存在が明らかと なった。

このため、追構の保存で調整を進めたが、朋発

の変更が困難なことから、発掘調査を＇足施す るこ

とと なった。 そこで、文化財保殺法57条の 2に基

づく 埋蔵文化財発掘届が、平成10年11月18Fl付け

で淋業主より 文化斤長官に提出 された。町教委

は、文化財保護法98条の2第 1項に砧づく埋蔵

化財発掘調査の通知を同日に提出 した3

が立ち 卜が り、これに伴う発掘調査が急増し、現 2. 調査 ・整理 ・報告芯刊行の組織

在までに162次に及ぶe また、（財）埼玉県埋蔵文

化財調査 ~JS業団 も 4 次に亘る発掘調査を実施して

しヽる。

平成 9年 5月に埋蔵文化財の所在についての照

会文害が 、 茂木信義氏（以下 「~/J業主」 と記す）

から1日岡部町教育委員会（以下 「町教委」 と記す）

に提出された。町教委は、開発予定地が熊野迫跡内

であることを回答 し、追跡の詳細な把握をするた

めの試掘調査が必要である旨を伝えた。

その後 ~-j:J:業主より 試掘調査依頼密が提出された

ため、 町教委が試掘調査を実施 したところ、追構

の存在が明らかとなった。

このため辿構の保存で調照を進めたが、開発の

変更が困難なため、発掘調査を実施する ことと

なった。 そこで、文化財保護法57条の2に基づく

埋蔵文化財発掘届が、平成 9年6月9日付けで―：じ

業主より 文化庁長官に提出された。これを受けた

町教委は、文化財保護法98条の2第 1項に品づく

埋蔵文化財発掘調査の通知を翌10日に提出した。

(2) 西谷辿跡 （県登録番号No.63-030)は、櫛挽台

地の北西に位防し、北流する藤治川が山絞山を大

きく東へ迂回する地点の右J話に立地する。縄文時
代草創期の七器が散在 してしヽたことで、早くから

県内外において注目されてきた。

平成10年 8月31日付けで、埋蔵文化財の所在に

ついての照会文古が、大嶋き よ子氏から町教委に

提出された。これを受けて町教委は、 サ月発）匁定地

が西谷辿跡内である こと を笞面で回答し、辿跡の

(1) 発掘調査 （平成10年度）

岡部町教育委員会教育長

文化財保護室長

室 次 長

係長

任

＂ 
臨時職員

II 

II 

II 

(2) 幣珂 ・報告1汗lj行（平成18年度）

大野福 治

今井宏

米沢信男

新井芳雄

島 羽政 之

宮本直樹

竹野谷俊夫

今村直 樹

佐藤由江

布施みゆき

深谷市教育委は会教育長 柘野幸男

教台次長 古川国 ）；柊

次 長 中村俗雄

同岡部教百事務所所 長 柳田 一 郎

課長補佐 鈴木八 I・子
木..LL 金井登災子

＂ 根岸 宏

OJ 鳥羽 政之

＂ 森田姦雄

＂ 宮 本直樹

臨 時 職員 竹野谷俊夫

＂ 黒澤 バ,t,—・̂ 

＂ 佐藤由江

” 布施みゆき

-J-





゜
V 

.,67.9 

、J □
 

11ll 

第4図 西谷遺跡勁査位置図
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II 遺跡の地理・歴史的環境

l . 地理的戻境

深谷市は、埼玉県の北部に位四し、北は利根川

を挟んで群馬県と接する。

熊野追跡は、深谷市岡字熊野他に所在する。JR

岡部駅の北西に位四し、 東西1,300m、南北l、000

mの範囲に及ぶ。近年は市街化が進んでいる

辿跡は、櫛挽台地の北部に立地する。南方には

椋店116mの山崎山と これに連なる諏訪山が存在

する。追跡の中心から600m北は朕線となり 、比

恥差20mをもって妾沼低地へ移行する。また、櫛

挽台地の西は藤治川により 区分され、 木庄台地と

接している。

2 歴史的環扱

熊野追跡の立地する櫛挽台地北部は、早くから開

発が進み、これらに伴う発掘調査の結果、縄文時イ

～中世に至る様々な迫構 ・辿物が検山されている。

縄文時代では、西谷迫跡から押圧縄文・爪形文土

器などが検出され、草創期の土器として沌目され

てきた。辿構では、四十坂辿跡で前期の竪穴住届跡

が、水窪逍跡や秤原辿跡から中期の住居跡が、上宿

追跡で後期の敷石住居跡が検出されている。

弥生時代では、四十坂辿跡より縄文晩期～弥生

初期の土器群が出七し、弥生初期のまとまった密

料として早くから注目されてきた。その後、平成

2年の発掘調査では、再葬墓や土扱贔砥群が検出さ

れた。

古墳時代に至ると、辿跡数は念増し、重要な迫

構も多数確認されている。

四十坂辿跡からは、 五領～和泉期に至る方形周

溝緬群が検出され、この段階から後期群北瑣まで

連綿とJJt絡が営まれていたことが知られる。中で
も四十塚占瑣は 、 横矧板鋲留短甲 • 五鈴鏡板付轡

などを出土し、これらの辿物から5世紀後半の当

池域の首長臨と捉えられている。

その後、6世紀代には、やはり 首長砥と想定さ

れる寅稲荷塚古坦（前方後円瑣） が四十塚古攻群

内に出現する。これ以降、 首長硲は、お手長111古

瑣 （帆立貝式古坑）・内出八幡塚古坑 (,,l 肌） • 愛

宕山古加（方坦） と順次南屎方向へ移動しながら

単独で築造されたことが認められる。

この他に、熊野辿跡の東に接する白山古樅群示

ば 6世紀代の古瑣跡24基 （円泊23、帆立貝式古

瑣 1)が調査された。罪琴埴輪や壺を捧げ持つ巫

女の埴輪など6体の人物埴輪が、ほぼ完全な形で

出土した。

なお、櫛挽台地北部における古瑣時代の集洛は、

現在のと ころ中宿辿跡や」：：宿姐跡など数か所が確

認されているに過ぎない。この時代の集落は、妻

沼低地に立地する砂田前辿跡 • 岡部条里辿跡や本

庄台地上の六反田迫跡 ・ 大寄辿跡 • 宮西辿跡など

があり、櫛挽台地以外に分布の中心が認められる。

奈良～平安時代になると 、様相は一変する。そ

れまで絡域として利用されてきた熊野辿跡内に、

突如集落が営まれる。これまでに162次に及ぶ調

査が実施され、 700軒を超える竪穴住屈跡、150棟

の掘立柱建物跡をはじめ、 道路状迎構 • 大溝 • 石

組井戸 ・辿房式鍛冶工房など特殊な迫構が多数検

出された。また、1リ面硯・帯金具・r.Jf三彩の陶枕 ．
刻字紡錘車 ・ 陶製仏殿 • 四きカマ ドなど他の集落

では見られない買直な追物も多数出上している。

なお、集落の開始時期は、I31次調査 1・2号竪

穴住居跡から出土した畿内産土師堺の年代競か

ら、 7世紀第 3四半期と考えられている。さらに、

1次調査において検出された 7IUJx 3 I社］をはじめ

とする大型建物の存在から、該期の熊野迎跡は初

期評家と想定されている。

また、櫛挽台地緑辺部に位置する中宿辿跡から

は、 大規模な総柱式建物跡20棟が規則的に配置さ

れた状態で検出された。榛沢郡術に伴う正店跡と

推定され、7世紀後半の成立であるこ とから熊野

辿跡との関連が想定される。これと前後して台地

直下には 「滝下大溝」が掘削された。その北側に

は条里辿構が検出されたことから、泄漑と迎河の

機能を併せ持っていたことが考えられる。

さらに、熊野追跡の北東に位四する岡迫跡で

は、8世紀第2四半期と考えられる蓮語文軒丸瓦

などの瓦が多埜に出土する範囲があり 、廃寺跡と

推測されてきた。平成13年度に町教委が実施した

確認調杏により 、l坂築された基地状辿構が検出さ

れた。近接する住居跡からは、「松」の刻字瓦や

「寺」と湛芥された七師器坪なども出土し、 寺院

跡の可能性が高まった。

このように、奈良～平安時代の櫛挽台地北部

は、中宿辿跡 ・熊野迫跡を中心として、その周辺

に第落や寺院が展開 していた状況が短われる。

古代から中世にかけては、まず岡部六弥太館跡

があげられる。方形に廻る堀跡や井戸、土腺器な

どが検出された。同様な堀跡は、熊野追跡と白山

辿跡からも検出され、館跡に付屈するものと推定

されている。西龍ヶ谷追跡では、軸を揃えて並ん

だ6棟の掘立柱建物群が確認された。
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1. 熊野追跡 （律令紺l集落 ・'f':'llii・中111:J心餡）
2. 西谷迫跡 （縄文）

J. 中宿近跡 （郡1埒,E介 ・律令期集落）
4. 滝下追跡 （河川跡 ・律令期集落）

5. 11/il)危乍 （寺院跡 ・ 占!ft~律令期狙落）

6. 岡部条弔迎跡 （古J-tt集浴 ・条単水田 ・律令期居''t:)
7, 砂lllrilJ・側詰迎跡（占切～平安集落）

8. 白山辿跡 （古切群 ・ 律令期犯浴 • 中世届館）

9. 新即且跡 （律令期集落）

I 0. r. 宿辿跡 （純文 ・占切～律令期集落）

II. 四 1-坂迎跡 （純文瓜落 ・ 弥生再1虹硲 ・ 周溝硲 • 古殷群）

12. 原ケ谷戸迫跡 （縄文 ・古l'J't集落 ・古tft群）
13. 水代迎跡 （純文 • 山・J-J't集洛 ・周溝煤 ．，切tt群）
I 4. 新）1: 迫跡 （律令期集落）

15. 八反田迫跡 （古坑 • 中tit集落）

10 J、閑f辿跡 （縄文 ・弥生～律令舟i集ir;)

Ii rKiiriJ北迎跡 （縄文 • 山甘t~律令拇l集落）

[$. 束光｀炉裏遺跡 （縄文 • 平安集落）

19. 依沢六郎成/-,'i館跡（中世）

20. 石咋迫跡 （占柑～平安f.101、各 ・周溝煤）

21. 地神祇迎跡 （占坑～平安恥‘各）

22. 千光 ヤ`迎跡 （占tft群 ・ •Jc安集落）

23. 茶臼山遺跡 （古坑群）

21. 伝上杉館郎 （中JI!:)

25. 中原j~跡 （縄文 • 占h1.奈良~·1沼安）

26. 東谷瑣跡 （縄文）

27. ill河咽反社 ('11 ltlJ 

28. 丙龍ヶ谷迎跡 （律令J胡集落 • 中世居館）

29. 下道南追跡 （縄文 .,r,tft . 奈良～、に安）
30. 伝岡部六弥太館跡 （中世）

A. [屈,-坂鵡JiJI雌l(四Al
8. 哀稲荷塚占珀 （前）j後円.t.tt)

C. お手屁1,占招 （帆立貝式古瑣）

「）．前原愛宕山古坑 （方瑣）

I~. 内出八幡塚古tfl (P.lけn
F. 四卜塚占tf~詳 （山・ttt群）

第5図 周辺の迎跡分布
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皿 発見された遺構と遺物

(1) 熊野遺跡108次調査

① 発掘調査の経過

熊野追跡第108次調査地点は、深谷市岡字前屋

敷301I番地 1(岡中央土地区画整理事業地内13街

区2画地） である。

周囲は、 区画整理事業及び個人住宅建築等に

り発掘調査が実施されてきた。近接して31次 ・66

次 ・69次 ・70次 ・78次調査区などが位爵する。調

査区中央での標高は、54,Smを測る。

発掘調査は、平成 9年6月12日から7月11日に

かけて実施 した。発掘潤査面柏は、 約348州であ

る。

発掘調査は、まずバックホーによる表土除去か

ら行った。追構確認面ば 表土から30cmほど掘り

下げたソフトローム面とした。

表土除去後、辿構確認作業を行い、竪穴住居跡

2紆、溝 1条、七坑、ピット多数を確認した。

辿構確認状況の写真撮影の後、各辿構の掘り下

げを開始した。途中、 l号住居跡から多凪の土器

が出土したのをはじめ、他の迎構からも辿物が検

出された。そこで、出土状況の写真撮影に続いて

図化作業を行い、ナンハーリ ングを行いながら辿

物を取り上げた。

翔断面図の作成は、 辿構掘り下げと並行して

実施 し、 その後に平面捌を作成 した。土恩断面

図 • 平面図ともに 1/20の縮尺で実測した。

全ての掘り 下げ • 図化作業が終了した後、全批

写真を撮影 した。これにより、 発掘調査の全工程

が終了し、 機材等の撤収を行った。

② 辿構と辿物

調杏で検出された辿構は、奈良～平安時代の竪

穴住居跡2軒、時期不明の土坑1店、滞 l条、ヒ°ッ

ト8である。

[ 1号住居跡］

調査区の東端に位四する。1号溝と遁複し、切

り合い関係から、 1号溝の方が新しいことが確認

されている。

東半部が調査区域外にあるため、全容は不明で

ある。規模は、 短軸で4.62m、長軸は5.50m以上

を測る。主軸方位は、N-37°-Wである。

壁は角度をもって掘り込まれ、底面は若干の凹

凸を もつ。確認面からの深さは、40cmほどを測

る。堕溝は、確認できた範囲では全周 した。

カマ ドは、北堅の北東コーナー寄りで検出され

た。ただし燃焼部から煙道にかけて撹乱によ り破

壊されている。袖ぱ粘土の造り付けで、長さは左

袖94cm、右袖65cm以上を測る。両袖先端部の内側

に、 補強材として平坦な石が使用されていた。ま

た、燃焼部中央から支脚として用いられた円柱形

の石も検出された。

土坑は2基が検出され、いずれも不整円形を呈

する。1号土坑は、直径117cm、深さ27cmを測る。

2号土坑は、直径95cm以上、深さ76cmである。た

だし、 断面観察により2号土坑は住居埋没後に掘

削されたことが確認された。

ピッ トは大小合わせて 7基が検出されに。 いず

れも平而形態は円形を呈し、 規模は、直径1 6~

72cmである。

迎物は、投土日啓から床面まで、多述に出土し

た。 土器では土師器の坪 • 皿 ・ 甕 • 小型甕 ・ 台付

甕、 須恵器の蓋 • 坪 • 平瓶 • 長頸瓶 ・ 短頸壺 ・ 甕、

ギ捏土器がある。このほかに 、 鉄製の鎌 • 刀子、

土錘、磨石、編物石などがあった。

[ 2号住居跡】

調査区の北端に位四する。

北半部が調仮区域外にあるため、規模は不明で

ある。確認できたのは、東西4.65m、南北4.86m 

の範囲である。平面形態は、）j形ないし長方形で

あると考えられる。 ただし南壁中央付近の84cm四

方の範囲で地山が残されており、結果的に住居内

部に張出す格好となっていた

壁は角度をもって掘り込まれ、底面はほぽ平坦

であか確認面からの深さは、25cmほどを測る。

壁溝は、東墜と南壁で確認できたが、それ以外は

不明である。

土坑は2冦が検出され、いずれも不整円形を呈

する。 1号土坑は、直径100cm、深さ50cmを測る。

2号土坑は北半部が調査区域外にあるため全容は

不明であるが、直径78cm以上、深さ30cm以上であ

る。

ピットは、南コーナーにおいて 1基が検出され

た。直径49cm、深さ37cmである。
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第8図 1号住居跡カマト実測函

カマドは、調査範囲内では検出されなかった。

辿物は、投土上居から床面まで、多屈に出土 し

た。上師器の坪 ・」Ill・甕 ・台付甕 ．甑、 須恵器の

盃・ 坪• 脚付盤 ・甕、 手捏土器などがある。

[ l号土坑］

調査区の南西に位骰する。

平面形態は長方形を呈し、長軸180cm、短軸80cm

を測る。 主軸方位は、 N-27°-Eを示す。

壁はほぽ垂直に掘り込まれ、底面は平坦であ

る。確認面からの深さは、55cmを測る。

追物は、土師器・須恵器の小破片が出土したが、

固示しえるものはなかった。

[ l号溝】

調査区の東部を南北に走行する。 1号住居跡と

重複し、切り合い「関係から本辿構の方が新しいこ

とが判明している。また、両端が調査区域外に延

びているため、全長は不明である。

確認 された長さ は10.lmで、走行方位は N-

22°-Eを示す。確認面での幅は64cmを測るが、深

さは5cmと浅い。断面形態は皿状を豆する。

追物は、図示しえるものはなかった。

③ まとめ

1号住居跡から上器の良好な一括臼料が得られ

たC 7世紀後半-----8111:紀初頸の時期である。
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第15図 1号住居跡出土追物実測図(7)
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第16図 1号住居跡出土遥物実測図 (8)
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第17図 1号住居跡出土迫物実測図 (9)
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第18図 1号住居跡出土遺物実測図(10)
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第19図 1号住居跡出土遥物実測回(11)
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第20図 1号住居跡出土逍物実測図 (12)
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第21図 1号住居跡出土遺物実測図(l3) 

1号住居跡出土辿物観察表 (!) 
れ~『-i9• お積 n径 （ぐ纏） 謁,llj«•l mf:. (ra) 色調 虎成 船 L !](/, I "' )I 

1 坪 II 9 3. 5 厚J,J,,褐色 汗通 h炎、 fりll(J{,、名砂粒 9;0,,, ~le、内面放ijt.v;rr, 文

2 外 (JI.;) 3. 3 短褐色 庁通 イ9炎、 11100{, ・依砂,~ 20% 層 I :、内血放tl-t•:'1! t 

；ぅ 杯 II I 3 2 凶赤～ぷ渇 惰追 ゎ尖、 IりII(!<,、伶砂位 ;o~ .. 覆上、 11i面放tt状lff文

-l 外 (JJ. 9) 3, 7 必氾色 rt.Ji ｛，矢、角閃石．微砂t/J a,•., ll;L、内面lt1Hi~前文. :,; みあり

3 杯 (12. 7) 1 0 淡!Ivか色 情通 1,9;_ /111):JG、依btfヤ 35咋 噸上｀内面放~t状fl) 文

6 外 I I. 8 3. 3 櫂色 舟通 （』灸.moo1;. 依砂tヤ 75% r-OJ;、内面：こり一,.-ft刃、 F.li-!.あり

7 坪 (12 0) (3. 8) '"'祀色 R好 <,~、 Iり閃«、依砂拉 4 .,~15°0 l¥!l:. 内面が（引状r~文

8 

“‘ 
03. 3) 1. 2 町伍9か色 怜咄 ｛』矢、 f/1閃石、改砂m 10% 柑上．研文、ぶ舷A,,IJ、日m謁凹む

， 杯 12 S J. i 切褐色 /':,ifl "*・IりIXl≪ 'JO% ”じ、内面牧りt状m文

10 杯 13, 2 I J 視色 竹曲 {, 灸、 iり閃{i.微け柁、 斥色t~ HO''.o It L, 内tillltlt/状硝t
II 坪 {11.2) (1, r,) 必橙色 惰辿 (,JJ;、Iり閃h、'か色校 [<'. ぷ30"も 隕 l: 、 内面枚•t状·~ 又

12 Jf (13 9) J. 9 明,1,<113色 iぃ!l, i, 灸. fり閃ィ,.微砂,,, 3,,% ll上、内面奴ti状,,;文

)3 坪 (11 0) 3. 7 吊沿色 良好 -1, 炎．角閃ィ； 図ぷ~o·, 層 I.:、放射状Ill文、直叩い1珂9、ti'I

II 坪 (15, 5) 5.1 3'!i1-灰'" ；；•咄 ?』炎．角閃Ii.微け陀 符0% RI t:+ t 仕ヽkl 、放りIt/I~ふ序絨

15 坪 (11 8) (I. 7) ＆柑色 やや悪 /, 決.iり閃イi、ぷ色R [―4ぷ35°.. 穫上．内面放りi状研又、「/)誠わり

16 坪 (J<I 8) I. 7 l!t-).ti!ll 竹珀 ,, 炎．角閃介、微紗校 切％ 費土、内面放N杖,w文
17 外 Io, 9 5. I iJ,!11色 骨辿 石炎、｛，I閲石、廠砂杓 ~.;•,o 1111,、内面放41状•:t 文

IS 坪 (! 1.8) 5. 0 父悦～灰閑 怜辿 石炎、 fり閃Ii.ぷ色t-~ ；り％ 糧.l.:、内面放ti状陪t
19 If (12.2) 3. ・I rtr, か褐色 平辿 ゎ灸、 (/J:°,!l{,、微砂粒 1;~:. 11/J:、内函'"'午状り）t'(射り＇ヤ文

20 坪 17. 5 5 2 必惰～灰!ll lf辿 ＂夕さ｀角閃石、微砂粒 so% II上．内面放tt:tJ、Ill文.'f1蘇あり

21 ＂、 (19. O) 5. ~ 橙色 情辿 f, 炎、角閃(i.牧約位 :15?~ ＂＇：．内面放•tikf/l文

22 lf (11.7) 5. 2 灰'I¥-汝灰 イ；a (i英.ft, 閃ィ，、ぷ色t:1 80% 糧J;、放射北峙丸雑fぷLり

23 lf、 18. 9 7. r, 屯冷色 R好 ィ，笑、角閃I,、徴ヽ y拉 ,o•:, 層 Jc、内面女・1..1t,文
21 杯 (16.S) 5. 2 凶!,I-灰Jし 笞通 (,~ さ. f/1閃(,. ie切 I~ ,O~(, 層上．内m,11,41状iJ't亀 iみあり

25 外 (11.9) 3. り 小褐色 督通 h炎．角閃I,、徴砂拉 35•. 隕 I:、が141:J!、It}又、内Iり/-1順あり

26 灯 12. 0 J. J 凶赤-;.,氾 廿辿 (, 炎.J,1, ,o•. 11..l:、内面放mi、Iiit 

27 外 (12. 3) (3. 6) 必恐色 やや咆9 イ訂だ、約閃{1、-1ャート 可示2,% 潰 ・t、内面放りtt);IJi文

ZS 坪 (I I 9) 3. 0 ,,¥-迅色 情迅i 打於.rり閃/,、赤色位 2s叫’ 隕l:、内爪j放りjt);Jii).

四 外 ()2. 3) :l.1 略i/,,か色 捐直 1; 炎. Iり閲.f,、-J・ヤート、炊砂位 召・1<30~, ru. t:. r>i,r,;11,,w、,,;t 

-22-



1号住居跡出土辿物観察表 (2) 
名！ヶ 岱 f,~ 口!-t,(, ●) 岱.Iii(c圃） 底1/,Ccm) 色 贔l 焼成 胎 I・ 桟(d 償 巧

30 外 12 S 3, 6 ,km-:nm n•i ｛英、 n閃イ1、依砂柁 90~ .. 償ヒ、内直放4t状lffょ

31 が {I I. 9) , 3 柑褐色 杵通 ｛改ふ fり1刃h、白色や、徴砂粒 35t'u 内 l.内~11rl:.tl:ti;J行よ、 l:lllふわり

32 lf (13 31 (:l, 2) 灰閉色 t辿 7, 炎、角閃石、欽砂位 図ホ20", Ill! 、内出i放•w、Rf { 

3~ 杯 (J2, 9) J. I ,h、褐_,火．’’し 件通 I, •Xi. fり閃ィ` ．傲砂r iiO~. 層 K 内llo放い状陪文

31 “こ 02. S) (3 2) 必屯色 讐迪 {; 亮、角閃（；、伶砂杓 i4•1<25% 層上、内山放射状硝 t. : ヽ払吝しい

35 杯 ()J. I) 3. I 凶橙～り＼褐 R叶 h灸. Iり閃(,、 微.-.,柁 35•;, RJ l:、内i故り1状陪t

36 If (12. 8) {~I) 枕：＇’～凶ぶ 惰通 石炎、角閃（』、依妙·~ 4ぷ:lfit'O RI I.、内伽1/141状flt入・

37 iiヽ 13. S (3. 5) 必氾-,!;.粕 怜辿 h央．角fij<,. :'1:L 微11,,~ .(i JJ; 7011も II!. L. 内面放•1状暉 ·t

38 坪 11.0 3. 6 灰団閉色 “―,r 石英、角閃ィ'、 (Ir.むや rn~ .. 項 L、内山放41状籍文

39 If (13 0) (3, ~) 9か渇～灰'U R好 わ炎.f/1閃<,.rとイi .r. -i~~o知 1{1.s,-1. 内血 I々•rlk呼文

・10 外 (15. 5) 1.5 9糾tt1ll色 r逓 イ英． 角閃<,、パミス、りか色fl). 70";, " ·L、内由枚•:l);I~t:. ff:~ あり

11 If, (13. I) (3. ~) 爪褐色 抒鵡 h炎. fり閃ィ’・チャー ト、疇孔や 4 ぷ )fi"~ R上．内面枚い状＂文

12 外 U 1 6) (1. 0) ぷill色 汗咄 (i炭、 flJ閃h.微砂校 図ぷ15% 凡七、内面放身'tl;llft 

13 l小 (13. I) (3、7) つよい汝、か !HI i,!t,. 角閃{,.徴砂忙 <l,1,25"1 RIL. urn祁(UIむ
H 外 (I I. 2) (3. 9) つヒ＼ヽ.,,}); H~! (,,);、 fり閃打、‘共 I~ 可 9』,25(',,l<'J..、内uuりjナデ
15 外 15 0 I. 3 慢色 良kf !,,>.、 fり閃,, 10",, f<.l, 

，＂う Jf (!3. l) (3 I) 凶患-,か粘 督通 <・*・ft1閃c,、偉砂位 i~ ふ10% 隕L

17 

“‘ 
(t 1. 2) {3. 8) っtい必介 良好 i,,X,. 角閃{,"、ぶfJ ,,j ぷ25 ~. 隕 i

IS 坪 13. S J 8 汝w-炊：II 青辿 h英. ,,, 閃 f, 、チャート、微砂f~ so~, 、 渇j_

19 Mヽ (17. 2) (3. 9) 町q褐色 やや:,_. わ~- 11,: 刃1-i.チャ —← ト.J.tl色P. r4示tO~o fill・. 

fiO が (15. 7) (3. 7) l(tl!J(i 着辿 ,., 英、 111閃f,、鍬約柁 [<'• 匹Q"i, 糟上

51 坪 12. 0 3. 6 贔褐-,/j<褐 節』 ，ヽ英.{11閃fi.出H.微砂ド 70°,, 糟 j・

52 外 (11 3) (3. G) 灰茶ill色 菖咄 {, 炎. /fJ閃(,' 図ぷJO"., Rll. 

53 坪 (JJ.9) 3. ~ I/fl(/氾色 片辿 h炎.:,t;H. 漱砂” :~,,<10% 渇 l:

51 外 12 I 3. 7 屯粕色 音過 {1灸. Iり閃(,、は1も．微い代 りY"o 層l..

55 坪 (11. 8) (J, 5) 仄閃色 情心 ＂りと、 1TI閃,.,、 微約,~ 1 "1 ,,,:10" n fttl: 

邸 杯 (11 6) (3. :;) 凶橙色 普雌 h炎. fり閃/1、は砂柁 Aぷ35~-. IIL 

5i 杯 (12. I) (3. 7) ,k: 褐色 惰心 令::r:;、赤色＇？．微砂t~ 4,1,IO'!o 濯 I:

5S Jt (12. 0) •t , 0 1:t色 遣辿 ィ1英. Iり閃打、 ・f-ャート、炊砂柁 JO('.lo 愕よー

59 杯 (I I. 9) (3 2) 町橙沿し 惰辿 わ火、 1り閃ィ，鼻砂け Mふ20% 頃L

60 外 IZ. 2 (~. S) llf.lll色 磁辿 イヽ炭.fり閃{,.微砂位 l4ボ15",, 糟 J・

61 杯 (JJ.9) 1.1 !{I褐色 fl.bf （，英、 （り閃(,. えJ:j、(I,¥良） 印％ 層 i

62 外 (11 9) (3. 9) Ill色 青d 1,/f;. /11閃{i、微砂粒 14ボ1 0•,. 層 1-

ぶ 坪 (13. 3) 3. ~ 11,1a色 汁咄 "*・r11r.:i,,、ぶ色N:.微け柁 70% 民・I:、iみ、れ馘あり

,;1 外 l2. 7 3. 9 項色 畠咄 {, 炎．金雰J:l、微砂紐 的"• 濯L

65 杯 (12. 9) (3. 3) 研也褐色 畠近 {, 灸. /11閃（；．依砂粒 (,, ,,20咋 濯 l:

的 lf (13. 8) (3 6) 研•R- 沿色 や•通 {，炎.<11閃<,.炊砂柁 r, ぷ加％ 渇 l→

67 杯 (13. 7) (I I) 灰赤沿色 沈』 石英、灼閃 /1 、 十 ャー~-依i~ro. [<i示30% 11.L 

68 tf 12 8 ,J. ~ け褐色 菫辿 わ英｀角閃(,、徴的杓 [<示 r.o~. 慢 !・

69 M・ (JI.~) (I.I) 野切褐色 袢辿 “佼、角閃i,• ... ~,. 依砂r~ ・',,,50% 濯 I:

70 外 15、0 1. 6 l,IIIJ色 贔，•心 ’’英．釘閃ィ'・.,..ャート．微む粒 70% llfl:. ,; みあり

71 坪 (11.1) 1.1 暗切B色 やや患 ≪炎．伍閃イ； s.;•\, RI J.. 

72 Jjヽ (11 S) (!i.O) 陪,J,.!IJ色 JH/ /, 灸.fl1閃h、只沿 ,~ ぷ3fi咋 層 l

73 Jf (15. 7) (5, O) り褐色． 菖・必 I, 灸、角閃!i、微ゆ代 図 .•J<25% カ'"、内血；こ曲店状ll.:fllあり

71 Jf It 7 1. 2 胃I、2色 凸通 h灸、 r,,oor,、-fャート、仕砂” 75':. 隋 i

75 Jf 18, I 7. ;! 柑応色 聾心 r;~ 、 /JJl\'.11,. 依切K(ザラつく） ~5~; カ9 ド

76 Ill (15. I) 3 1 げ色 注近 仁炎、 H閃/,. 贋(tff;f.t、微砂.,, 3fi% 隕 I:

77 Ill (16. I) (3. O) 灰介褐色 やや患 ィ1炎、角閃イ1、徴ヽ ..r~ 図,,,20% !IL 

78 ll (15.S) (3 3) ．． 的澄悧色 ·~ 隕褐色 ,(1英. ~ り閃{,.微U泣 図示・10", 隕,-

79 • 16. 0 3. 6 橙褐色 讐辿 石英、仇閃{,、出,,, S<J"o 隕 L、油9り~k:!.\illあり

80 量 (16. 0) 3. 9 f;.ia褐色 R々/ ,,,'!;. ~ り閃ィ，奮微砂粒 ,1;~、 o。 糟 I:
61 ． 16. 5 1. 5 11(#褐色 書辿 石英、（り閃{,、ハミス 以J~. Al I: 

82 凰 (17 I) 3. s: 屯褐色 督叫 /, 英• /IJ閃.fi.ハミス 図ヽ r-15% Alt-
S3 Jlli 17. [ (3. i) " 陪橙柑色 也雌 ,, 灸,Iり閃f>、広砂蛇 図 ,,,y0•" RI J.: 
SI 皿 11 0 3~ 仄,1"!1l色 貴通 わ灸.! り閃 {,.':ti~. ,Ji; 色j~、微むや ~s·,,, rt~ 

$5 Jill (J7 0) (3, り） にふい位色 督雌 {, r.. 侑閃I,.織芹 r<,,-1;% 濁l:

邸 lDl Ii. 2 3 9 明紅色 丹通 ィ,-i;、fり閃I,, 微け柁 凶％ 渇七、庇沼に町t{,

87 鳳 (17. Ol 〈2.6) ,t: 汝，ト色 R奸 ''*・Iり閃石 I~ ぷ20~. 層ヒ

s.q IL (Li. 0) 3 2 貨悦色 着過l /,•),. fり閃(,',チャー ト．微砂粋 50% 潰ヒ

89 鳳 17. 0 3. 2 橙応色 衝屯 (, 炎、角閃<,、芥色位、依砂校 7U% 膚 t

00 • (IS. 0) (3. 3) 剛り色 丑近l ゎ芙、角閃<,. iヽた (Illい） 図示io•:. 慢 I:

91 i::I. (IS, 0) (2.0) 澄色 書↓ (,•'f; 、 fり閃(,、 閲fi,:t):校、 依h少位 図ぷ25~. 糟 I'.

92 r. (IS. 0) 3.5 凸灰-f(!屯 ll~f ゎ決．角閃も．讀化FA11t 35% 層 ヤ，

93 鳳 (JS, 2) 3.9 必団色 奮屯 6英、角閃{,・ ,/i-色粒、依砂t，~ 図 ~-Z5 ':s 層ト

91 引也外 I. 31 7 I 灰内～淡灰 +fl わ炎、）t fl. 紗拉 l~,f-75",, I慢ヒ、氏託全面印ヤちヘウ、 .!-:ff

95 須恵~杯 (12, 0) I. 5 s. 5 f.R色 l!idi ≪炎、 JH,、'しI色れ 60・, 底品同+iへ';切り,u,調~-'-'If

お 須恵 Jf (3. 31 (7. I) 仄色 fHI・ 町tぽ h必. J~ わ.''I色位 14ぷ2,% 壻 ヒ、 K笠祁i"l集"へ')削り、人'f

97 各l忠杯 (J,1 0) J. 8 (10. I) 灰色 fl~/ ,,~、 JH, 14,, ヽ I S''~ 濯 t、it::r,r i~t, ヘ'7Mり、 A、:Jf

98 須-~ 奸 (13. 2) 3. GI 政IX色 -I-fl 依b少t,,( M,,,、35°0 憎t-.ff', 誡が ~I. い. Uf  
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1号住居跡出土迫物観察表 (3) 
＃サ 器 樟 n径(,.) 悶け km) 底itkm) 色調 、た成 胎 l: !)!l1-ず 偽 身

~9 !fl,l¥Jぷ (I I. S) (3.5 淡叩色 柊1n 9英.f< fl.',11色粒 ,1ふ15% 柑 I:、A、野

100 須!/!.杯 (1 1~) 、z.l' 明灰色 f.-辿 r炎、 K右 紋 J, 氾上.UI ぶ吊外 ~,i:·沈囀、木ft

101 多紐(lィヽ (Ji;, 8) ≪2. 3≫ 伏舟色 やや忠 ゎ・りさ.f<i,. !!.¥色粒． <I ス 10•·,, ¥ilL n駐祁外面：こ沈樟.・; こ,t

102 須也汁 (17. I) ;.3. 51 明次色 怜辿 わ英、長石. -~ l色位 r,1小7% f(!I一＿、ロI.,:加、潤にit親 .,.、,t

[03 須也 H (16. 8) (3 7) (13, 2) 必ii火～淡灰 不良 h炎./<{, <I示1/J';o l'QL、約滅と駅摩がII立つ. /;Jf 

10¥ 須應坪 (17. 2) (1.0) (13. I) 凶I火色 イ＜良 石炎、砂校．（柑い） 図ふ25°,, 環L .~ 沼馴.,,ヘ ラ 、 R : ~ふ .f.:lf

!05 須必 It (Ii. l) I 1. 3) (13. 0) 灰色 治叫i ィ9炎、 l}f,・ I~ 示15% 隕t:、 K野
100 須恵外 {17 8) (1. Z) (¥3. ,;) 炊 白色 やや忠 チャート、微砂牧 14,,,12% 渇 le.A"f 

107 須!l(l{、 €3 7 (13. 1) IJllfX色 仔通 I淡, J~fi. 'I.\ 位t立 は ·J-20'¾ 柑 ,-、 底ffl;[n!東・そ今ヘシ削 り.. Uf 

1総 引心、 杯 (18 0) 《I.I 必灰色 不良 /, 炎砂~··多 t4、,,20鐸 悶1:.M,1,1. がけい＼ 丈ff

l()(l 須.'!(Jj, 】8,2 I.~ 13. 8 明灰色 l':咄 I, 失、 )<f,、り1色粒、 m・1 i0°s ,'f: 祁令血I":転ヘラ．内面冑喰波あり

110 須忠 Jf (IS. 5) I. 5 (t5. l) 明灰色 jl',w f, 炎、長1,.1n:- tQ')., 虹沼~-面 i"l転9、ラ . ,・,u外山に沈贔
Ill 1:i, 古i、tlf (1. 2'! (10. 5) 灰iii.,が色 イ;p_ 妙H.褐色柁 1-1.,,20'冶 濯!:.¥'Ii台貼り付，1.):tf

112 須必よ 12. 6 3. 6 印灰色 I<好 石英、比h、It¥'/ SO% 覆上．ふみあり .:Uf

113 須.'/.(!, (l 1. O) 3 2' 淡灰色 怜辿 徴妙拉． ＇’，色fヤ M示!0"{, 憎t:、}、rt

Ill 須¥¥,(.r, (I¥. 2) , L9> 灰白色 不n 石英．長(,.Jt¥1.'. 公糾• 4ふ10釘， ~t- 1$•; 紘あ叫 k野
l ]5 須必ム (15. 6) (2 ,), 淡灰(!" 良好 哨砂t,,. (緻布） <I,, ; ヽ 1 5~. I¥ I:、,!,ff

I 16 多（必 ―必 ≪2. ;, 必灰色 イ；良 石ダふ虻i.. n衿．砂粒＇ ,i.,,30"., 隕1:.rt氾§あり、 ・ur

117 須も 必 {16. 51 I 6 灰m色 イ：良 I, 必．冷紗粒 io~1,1 カマド、 A-11

I I~ 須ぶ沿 {J7 6) 'I. 91¥ l火色 If通 {i英．尺ィ1 4ふ10% 濯 ,-. "'f 

119 れ必 出 (19. 9) ≪3. 5. 叩灰色 不良 fi * ・ J I:{, 、H ・心 凶ふ25°~ ~l.. Iも絃あり .Hf 
120 須．もふ 19 I 3. 2 朋牙,!8色 付通 （！炎.JH,.l.¥'f.細吊 ~o ,, 111.l:. 隕化焔.:/、,1
121 須必凸 (21. I) (1. ,l 灰(l色 h曲 /1炎. J~ イi、微砂尺 く示5% 櫂 I:、木野

122 釈．，ぷ心 IJ9 S) ¥1. 9l 明伏色 良好 （，疾、~"- (f/,H) 1, ,,,, s '~ 濯 じ、ぷ1t

lz:l .,, 船（水鳩） い部糾9.7 ¥ $ 2) ふ9 淡灰色 ii油 <>lfi. JHi ..'!.¥{,;. 粒 90% 費 !,、粕，召欠損しUJ断面を研1(¥.;..,1 

121 JHfj耕 11.01 淡灰色 良好 k/; 、 ! I\色t~ ［刃ホlo''- IIIJ→｀訂馬町9・？

125 <,j_頸壺 (13, 7) '6, 2) 灰色 II'えO (, 英.IJ: イ,.)¥,1 図示20% 糟 1-.島＂証 I'-行叩き,ti"Jf,,;-t-';'

126 須息遷 (16. 8) ,5. i≫ 明灰色 i', 辿 此石、 (I切1) 図,,,15°h 覆 I一．胡，"打か？

127 須也 甕 (19. 6) ≪7. 9, '"灰色 n好 石渓.kh. バU l~ 示20% 渭 le.外d,l'!'・it.i>irto,¥'ift, 皮、,;;野

128 須必売 17 $: 明灰色 n好 イ丑応 k{i. 片沿 4ぷJO% ff J:. 外面'I'行、内血,¥11t11皮、よJf

l凶 須む 夷 灰打＆ i紅辿 Jと6、n.'111) 数 J,・ 外血・1'!1.内直ii!,・渇1".i,,,, 地f'IJJ

130 須．，g笈 r戊灰色 油通 ,.~ ふ JH,.細-~ 破片 ＂に櫛描ょれ文 H}. ,I只.,.:ff 

l3l it(¥!_(甕 ,,; 灰色 良好 l<. +1 . パミ A 屯 Jr 外ギ行+!nit,.・/デ、内什油波、突/l'r

132 須也 甕 灰色 !Hf- ィ1英、 Jを1』 破 It 渭 I:,外面平ir.内illiH池放、 K野

133 JI(. 屯 寝 •tr灰色 良叶 /, 炎.J々/,.(い'fr.) 破 11 滑 leー、外血ナデ 内面村向波、よ'f

131 須屯 甕 剛灰色 良好 h炭.JHで、ド¥'! Ill: J,・ 外¥11.内・nr叩き'も-/,、タール

135 須忠 甕 明灰色 R好 <, 炎、 J<Ti, 爛序 訊 i;- 外'I'行、 f'ii-','i烏改役十ア、;,.ff

136 ,fj. も甕 .. 陪灰色 良好 (i炭.J<イ'i.閲色柁 蔽片 カマト、外平Ir,内w漬沢、 ,;,f
13, ミニチュア 灰Ill色 やや悪 /, 炎、角閃6、？り．妙位（祖＼し） 70''も 1{J lご、 fJ','ll11~ 

13S 小形甕 (9.0) (6.1) 伏j,1-',ll褐 良4/ -r,,;. iり閃{i.微砂t,t 4ボ3$'°ci 層 I一

lJ9 小形甕 (12 9) 5.31 •ヽ 'が沿色 r.辿 ≪炎、角閃石｀片沿 4示2s•r. 濯L

I tO 小形邊 13.9 【7,5 にふ屯!Ill •• ,Iii 石英、 •f＇ヤ ·- 卜 . ~~ 化"'位、微砂杓 14示60":., 覆l:

1・It 小形虔 11. 5 [3. 7 IJH引8色 贄辿 イ沙~-チャート｀白色粒．沼t紗n :o•., 賓 J:

112 小形浸 (13. OJ ((5, 8 印氾色 ふiili ＂英 .Iり閃Ii、砂柁 [~ ぷ20沿 渭 le・

113 小形甕 (15. I) '9, 2 1ft, が沿色 抒辿 ィi炎．角閃石、霊Iふ砂蛇 (Illい） [<"1<25'}も 胃上

Ill 11付甕 12. 7 16. 0 9 3 政,1"-!.'¥1り 沖迅l 6英｀角閃(,・チvート、ハミス i0% ft I:、内外爪iは伐11.;

115 台 f •t甕 10.5 IO 61 I~, が凡色 R好 ィ,~,、角閃石、 J足 1, 、 徴砂,~ ふ1~9911 ·,) 円t、外愴：：：は付沿

116 台付直 (IQ I) 11. O) lfl悦褐色 祖辿 石炎．角閃h.J,: イ1、H牡、徴,.,,ヤ ,,, ふ25% rt I: 
117 ヤ付甕 《l,, 18, ;) 椛む色 将辿 ｛，炎、侑閃/", 、 雰 f~ 、)ii') 図示30'¥, 覆J.:

I 18 合付痘 12 0 l6,; 亦Ill色 良叶 ｛，炎.; り閃f>.チャー ト、微砂代 l<! 可、75% 層 L、外血に煤付な

119 台付甕 (11.1) ≪6. 6 必｝か色 ペ→や咆i I,~ さ、 iり閃1'.微r,j;f.' ド：ぷ10''(, 層 t・

150 台f.t甕 、3.Tl (II.I) 灰柑色 R通 {, 炎.l:f't、微砂校 4示30% 層 k

151 台H甕 5. J) 10. 0 貨,/,<-.~18 良li {,"炎、 fr1閃石｀赤色t≪ 4ぷ85% l'IJ: 

152 台(./聾 ( 8~ (l¥ 3) 印,,);Ill色 n油 {, 炎` （り閃ゎ.'.火/:,、依砂代 '4示i0% 覆七

1,3 古f,t現 t6. 2≫ (I I. 2) 氾色 良l;f “英、角閃石--Jic色te.、数砂位 [~ ヽf,Go':. 糟 j・

15,1 台I、9邊 "・9 12 S l!J迅色 rfi,h わ英．角閃ィT、公f:r、介色粒 図ぶ95"~ 糟J:

155 甕 20. I 113, 61) 橙色 樟辿 6英、全沿.)1.!、微砂杓 4 ぷ95 •;., 覆上

106 甕 22, o ~ -0 fflla褐色 良好 わ英｀角閃イ1、:m.I, ~r 、徴砂伸 <I示60'),, 環L

lfi7 甕 23 6 ≪.JO I 斤位褐色 'Ir叫l ィ1英｀灼閃f,.~ 阻ハミス、 (ij,fiヤ 4ぷ80",, rf I: 

15~ 甕 21. 3 33, 8 5.S 罰I柑色 惰通 h英./IJ閃／；、只n、散化n代、砂” 90% カマド

159 寅 n.o 31. I 5 6 柑m色． 惰通 /, ¢ さ・イ1,001 , 、 ~fJ . 微砂t,( 氾呪 カマド

lGO 史 (22. ,) (31. S) " 6 !rJ!ll色 柑曲 <, 炎. ~ り閃 f,ー、 ~11. 徴砂粒 く示70°" カマド

161 ll 21. 3 f 10 o≫ ：こふい9か粕 Jl好 -1,!/i.、Iり閃位・!・ャート .1~ け、 砂” ,{_ , 1~30('. o 層 L

162 甕 22, 5 も101 fA:l(llll色 曹i,!j f, 炎. rr1閃イ9、1:rも、点約粋 l4示50'¥, 層 I.

163 聾 (21 6) ヽ I~I' 明位色 青咄 J召し、 fり閃ゎ ｀ 微砂t,~ 図ぷ~3% 濯l:.,iiゑt,,l,cみあり

1,,1 甕 22. 2 , ~,;. I 屯祀色 汗辿 <, 沢．俯閃わ、 '.J?J:J、俄化E朽．砂H 図示s5•,, 層j→

l<i5 庚 (25 0) 1ヽ19.8 橙色 序辿 6英、fり閃(i.尖似依砂的 図ぷ35° 覆 1-

100 甕 "'"・oi にぶ1,1,1色 'fi:fJ わ英.fり閃石、公l'I、パミス r,1,,,\IO•,., 費J.

167 甕 (22. ol 110.'.l 屯沿色 りい辿 {it/i、1り閃{,.チャー~-徴,t>,' ,4 示 io •:. 愕上
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1号住居跡出上i俎物骰察表 (4) 
/(; り・ 沿穐 尺さ (c鶴） 糾 (c●) '/さ (cm) 項さ (g) 焼成 胎 J・ 双IH 偏 ヽ
1,;s 上鍾 10. 2 3 l 3. I 105. 9 片通 /, 炎、 J.i:イ1、微砂n ~9% !II I:. T柑れ

)69 十債 10. 5 3. I 2. 9 I 10. 2 什述l イt灸. J々わ．徴砂位 99% 隕I.、T・代い

110 土鍾 9. ~ 3. I 3. 1 107. 3 品通 {,, 岱長石、 Hl'l 訊％ 濁上.Tl'lわ
171 '½Ii" 7.,; 6. 9 1.0 10:;., . 渭」．、 /r1r~,如l1i'/

172 !Vi石 f>.O ,. I LO 81. 9 喝J:.//J閃安山,'I

!73 紺物石？ 16. 7 5 2 3. 5 103 0 111.1:、象[tt/vfi片内

171 小II多鉄籍 9. 0 2. 9 0. 5 30. 8 99% Jt!J_. 片'<ll、w、川I隈あり
1,5 }) (・ l! OJ ［［ 0. 3 ~7 30% 1'!/L切た沼

1;,; )J {・? , 3. 1≫ 1.0 0 2 1.9 疎片 優上`編しヽ，..t1,t1;、JJ(ifl'I-沼か

A 

~"ft区域外

A' 

＼ 

員
I I 

~-1 

へ 麿／
B 
5~20 s・ 

A A 

o 2m 

[ 2り住届跡A-A'上附説明J

七

士

t
し

土

七

k

土

上

色

七

上

色

色

色

色

色

K
色

色

色

褐

色

色

褐

褐

掲

褐

褐

色

褐

褐

渇

茶

褐

褐

茶

赤

茶

茶

茶

褐

茶

暗

黒

暗

黒

煤

研

暗

暗

暗

暗

茶

附

ー

2

3
4
5
6

7
8
9
1
0
1
1
1
2

A軽右を少砒、ローム粒微lt含む
ローム粒少:,k、焼七柁微f,1;含む。
ローム粒を多故含む．

ローム粒 ・ロームプロ ックを多欣含むc

ローム粒 ・ロームプロ ックを少地含む。

ロ ーム粒 • ロームプロックを多飛含む。
ローム拉多代、ロームプロック少炊含む

ローム粒を少{,¥含む。

ローム粒少；；し、ロームプロック微r,t含む，
ローム粒 ・ロームプロ ック少J,t・含む，
ローム粒 ・ロームプロックを少枕含む

ローム粒を少杖含む。

[ 2号住居跡 k坑B-1:J' l~Jci説明 J

l 開色 l:
2 煎褐色十』

3 暗茶褐色 I~・

ローム粒を多：,k含む。
ローム枕少；,t含む、
ローム1'/!.・ ロームプロック多:,~含む

第22図 2号住居跡実測函
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2号住居跡出土迫物観察表
岳サ 冷積 n径 (cm) 沿ぶ km) lif/.t (c●) 色置l 焼成 酌 ヤ＿ <_!(; I 1li 身

1 lt (11.0) (:i. al 灰褐色 讐過 (, 炎.fり閃在微砂校 図ぷZ5"≫ 覆」．

2 M、 (12. 3) (3.6) 明が褐色 賢辿 イっ灸． （り閃fi.!Hi 図；；；15"o 濯」—

3 1小 (I I 9) t3.5: ＂頂,-:,11褐 骨通 /, 英. /'ii'~ 石｀微砂柁 [4示25~. 層上

~ Jf (12.1) (3 6) 仄褐色 やや憑 ／，炎. /lj閃わ．、微砂代 図示1!i0o 層J:

5 外 03 0) (3. S) l:t色 書通 hlk. Iり閃石. J'-J(~ 位 [<, 斥1,1; 濯1:

6 坪 {13. 8) (3. 51 1 こぷい,Jr:~ 普必 /1灸. flJ閃n.lfl砂,~ 図示20•;. 噌t

7 外 (JJ. 0) <J. o・ 屯褐色 H好 (i炎. Iり閃打 図示10°0 11」--1111柑が、i'l!l!:f・t石

8 * (12. 2) 
(2, 3 位色 普通 h火、角閃h.JH, 「4示10°,, 、~- I 、内枷放l{状隋え， 杯 (16. 2) «~. 0 X介褐色 良叶 {, 炎• /IJ閃石、微砂柁 区,J'10"ら 11.L. 内由放射状,a:.

10 杯 (17.2) (3. I』 炊flt~色 瞥迪 ≪必、角閃h― .(J ,,~ I :t(l・) r(l:, I勺ihl放射1¥111文

II ll (19. 5) (2 5) 剛円褐色 督辿 わ英、釘閃(,、白色位、隕化”拉 t<I示 7•,, 濁上．内四放射状岬文

12 ． (19, I) 12. 5) 橙褐色 R好 {；英、角閃 I, c,1示10°, 漫・t:

13 ミニ・f・ュア ,. 0 3. 2 5. 6 灰Ill色 督4 h英. ,,, 閃在 9ヽ ミス 100% 濯上、 rr1れヒ四

II 須息 I不 (3. I 明灰色 督4 h 災 J~イ1、,'I¥色泣 芍 H 隕十:. ,:,f 

15 れ恵外 (3. 3i (12. I) .,-1灰色 il・ 咄 ←ぶ. J~{,. :.11色校．チャート し4示20~,, 覆上．紅邪 rl'Iらへ':>nりり、 "'f 

I~ 須t,.. 汎往30 明灰色 甘通 1, 炎、 lとI,./11色梵 M小90°,, 層 I:、 i.:,f

17 須必 l.i CZ. 2' 明灰色 良i/ h,l;、凡f,• . "I色位．珊尺 図ぷ1,,,, 層J.:.Hf  

18 須ぷ騨1-t俎 41. 8 叩灰色 停雌 /, 炎、 Jとf,、'I¥色位 図ヽ,, 1 5~.. 項I●、 -Uf

19 坑也甕 9釘灰色 督通 n.i.. Jと{,、繍尺 莉片 外面•!'-!-,+,ヽケメ．内I面h禽必、ぷ'f

20 台!•t邊 (3. 5} (I I. 5) 澄閉色 良好 (, 炎、 1り閃イ1、ナャー I・.'!tn 4示25% 項t:
21 軌 灰，Ji.色 ,t;fl flJl\:lわ、 (I 色,~.'U色柁 絞片 噌I:、取っ T・

22 渠 (20. 5) ,8. 2)1 灰橙氾色 良叶 (, 英、角閃ィ1、b位 図示10% II~ 

23 甕 (13. 8) ~5 5' 刃色 fl~/ わ洪、角,.:if,.微＆校． l4示35°0 ~J: 

A 

.. 20 

A' 

。
2m 

(I号K坑十月う説明］

1
2

3

4
 

茶褐色七

陪茶褐色士

暗茶褐色 L
茶褐色七

/ 

ーム粒 ・ロームプロックを多牧含む。

ローム柁少1,1:、ロームプロック微I',(含む。

ローム粒 • ロームプロック少杖含む
ローム粒 ・ロームプロック多店含む。
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(2) 西谷遺跡

① 発掘調歪の経過

西谷追跡の調査地点は、深谷市針ヶ谷字柳原

186番地17である。 椋料は、調査区中央で約51.4 

mを測る。

発掘調査は、平成lO年11月19H ----..1 I月30日にか

けて実施された。発掘調査面積は、約,1oonfであ

る。

発掘調査は、まずバックホーによる表土除去か

ら始めた。辿構確認而は、 表土から約40cm掘り下

げたソフトローム面とした。表土除去後、迫枯確

認作業を行った。

辿栴確認状況の写真撮影の後、各追構の掘り下

げを閲始した。掘り 下げは、まず 1号住居跡から

始め、 2号住居跡へと進んだ。

② 追梱と辿物

[ 1号住居跡］

調査区の南西コーナーに位岡する。西半部と南

半部が調査区域外にあるため、全容はイ消月であ

る。

確認できたのは、東西4.08m、南北4.30mであ

る。平面形態は、 方形ないし長方形を呈すると考

えられるが、主軸方位は不明である。

確認面からの深さは21cmほどを測 り、底面は若

干の凹凸をもつ。

床面上では、 9基の士坑が存在した。平面形態

が円形を呈するもの (1・3・7・8・9号）と長方

形を呈する もの ( 4·5• 6号） がある。円形土坑

の規模 （直径）は、1号66cm、3号73cm、7号59cm、

8号80cm、9号52cmである。このうち 3号土坑は、

股土から焼土塊が出土 した。また長方形土坑の規

模 （長軸）は、4号82cm、5号108cm、6妙146cmで

ある C

[ 2号住居跡｝

調査区の東部に位四する。北東コーナーが、わ

ずかに調査区域外に出る。

平面形態は長方形を呈 し、長軸4.08m、短軸

2. 97mを測る。主軸方位は、N-105°-Eを示す。

埜ば角度をもって掘り込まれ、底面はほぼ平坦

である。確認面からの深さは、 20cmほどを測る。

堡溝は、西辺と南辺で巡る。北辺においては、撹

乱を受けているため不明である。

カマドは、東壁のやや南寄りを削り出 し構築さ

れていた。袖は粘上の造り付けで、右袖26cm、左

袖32cmを測る。燃焼部は、長さ 109cm、幅46cmを測

る。底面は燃焼部で若干くぽみ、煙道部へ向かい

緩やかに立ちヒがる。

土坑は 3基が検出され、いずれも平面円形を呈

す。 1号土坑は北束コーナーに接し、直径65cm、

深さ 14cmを測る。 2号上坑は東陸の北寄りに接

し、 直径80cm、深さ23cmを測る。粕上」—罰から多

凪の焼土プロ ックと粘土プロックが出上した。3

号土坑は南束コーナーに接し、直径58cm、深 さ

12cmを測る。投土中から焼土粒が多ほに出土 し

た
｀゚
柱穴は、検出されなかった。

辿物は 、 土師器の高台椀 ・ 甕 • 台付甕、須恵器

の胚 ・悩台塊 ・甕などがあった。

[ 1号上坑】

調査区の北部に位岡する。

平面形態は杓円形を呈し、長軸96cm、短軸80cmを

測る。主軸方位ぱ、N-27°-Eを示す。

壁はほぼ唾直に掘り込まれ、底而は平坦であ

る。確認面からの深さは、55cmを測る。

辿物は、出上しなかった。

壁泄は、検出されなかった。 ③ まとめ

カマ ドは、調査範囲内では検出されなかった。 従来、縄文時代草創期の追跡として地名であっ

柱穴は円 形 を呈し、 匝径28~36cm、深さ 6 "-- た西谷辿跡内における初の発掘調査により 、古代

26cmを測る。

辿物は、 土師器の高台碗 ・ 甕 • 小型密 • 羽釜、

の竪穴住居跡2車干が検出された。l号住居跡は 9

世紀中葉～後半、2号住居跡はこれに続く 9世紀

須恵器の坪 ・底台椀・糀、灰釉商台皿、縄文土器・ 後半と考えられる。

磨り石などがあった。
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I 1月・ll:屈跡1¥-A'tMJll.明J

1
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茶褐色,~● 
辟茶渇色t:
茶褐色十．

必褐色上

黒褐色十．

浅llfJ A 軽右を多 l,~含む。やや軟
ローム粒多欣、ロームプロック ・焼上位を少m含む。
ローム粒 ・ロームプロックを多m含む。
ローム拉 ・ロームプロック少杖．焼 l:位を店 r・含む．
ローム粒 ・ロームプロックを若T含む

品

二 言三
{ I号住居閉O-B' l:M説明l
I Ji<褐色 J: 焼 J:プロック L休
2 賠苅糾色七 ローム粒 • ロームプロ •;r ク少応炭化物

・焼 t:nt若F含む
uーム粒を少爪含わ
ローム柁 • 炭(I::物位 .I火褐色粘上プロッ
クを少虹含む。

陪灰褐色 L 灰渇色粘 I:プロック f.体。ロームプロッ
クをオ'iI"含む。
ーム粒 ・ロームプロックオ'ir-含む。
5Mにlniじ
ローム粒 ・炭fl::物位を'lt,,(含む
5/¥1に同じ、
5/i?iにl,i]じ

、.
T̀.

‘
’
 

6

7

8

9
10 

限Ill色土
陪褐色十＿

硝没褐色 K
陪灰褐色上

硝茶褐色十＿

暗J火応色七
暗灰褐色 I:

C ．．． 
6) 00 

c・ 

[ lり住），c-跨C-C' 上HJえ明J
I 暗茶褐色ヒ ローム粒多駅、 ロ ・ • ムプ r, 、ノ ク ・ 焼上粒

nr含む。
ローム粒多J,t、ロームゾロック少尺含む。
炭化物粒，j,、{し、ローム粒を行 I―•含む↓

ーム位 ・ロームプロック少杖含む

ーム位多泣、ロームプnック少n含む

2

3

4

5

 

暗茶褐色ヒ

県褐色七

暗茶色十，

暗災褐色 I:

o・ 

[ 1 り作居跡D -o · +.~iJ兌明 ］
1 暗茶褐色.L・ C-1ーム粒多1,t、ロームプロソク若 F含む
2 陪茶褐色i ローム拉多孔 mームプロック ・焼 k粒

を少1,,含む
ロームプロック t体。ー．、

茶褐色 I:

第27区 1号住居跡実測図
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1号住居跡出上追物観察表
岱サ 芯栢 n径 km) clf.f. km) しlcif{r●) 色』 焼 ,,t 船 I '11{.f. I '<ii 'I 

l ,It)/!. 杯 113, 9) ,2 81 ,,1灰色 惰辿 1沙ぶ Jくi, :1,¥色怜’ i<Iぷ10°. l'f t)、:If

2 須，'[(11ヽ lll I) 0 61 仄色 停通 介灸、 J,cわ、 11.¥色杓 ,4・）,7% 濯 .L ~~ff

3 須恵杯 (! I 0) (l 7~ 秤仄色 畜通 h英.JH,. },I,¥色位 （！釦ヽ） 4示）o•;, 曙上ぶ野

4 須ぷ朴 <I o≫ (6, !) 仄応～明灰 符述l 石英、),;/,、 U¥色粒 4ぷ'"・・ 胃上 し~/;!;Julが糸切り 1ふ1~- ぶff

5 須恵坪 f2 31 (6. 5) 灰色 贅通 Jtn. n府、チャート <Iぷ20% fl (; i1¥fi':ru]f.・; 糸切りい頂悦、 Aこ野

ij 須_I/_(外 ≪I G} (6, 0) 9氾灰色 将通 石炎、長も、 111色粒、（恨い） ,<! ぷ15°. All. ill: 茫fufl・:糸切り,,鵡整,).:If

7 須！ぶ点台坑 i:2 21 17 0) 明仄色 督逍 ，＼色W 可,,,10°¥, 層上 ） ;Jf 

8 須忠ぷ台培 (2 3≫ (7 0) 1・ ぷい灰褐 f'fl 」4 ィi、-}-ャート、褐色t:1 4示2;~;. 糧上 fわ減か冶しし、、 Ur 
， 須.<1!.,'i台坑 I 13. 8) 5 O! 炊迅色 やや想 Ji: イ,.!I¥色粒 4ぷ15°0 SHi がみややIfり 米If

10 須恵ぷ台境 (to. 2J :3 5; 仄貨褐色 イ'il 砂f,'t, :11色t~、｛租い I ,,]ぷJ5'1o 111-t狐が惰しし、..Ht 

II 須必．坪 (3 t≫ ).~fE 色 菖辿 i,, 応 IH, Iザうつく） 歎！「 隕 t t'f!'l~ は・

12 灰抽応台1Dl I 7J (; 9) 凶灰色 貝好 ィ，英徴 I,~(WJ1. 、 '1(靱） 4ぷ JO~o $¥-6, lr. 咆イ消l

13 ぶ台坑 ll I O) p ii Jff赤迅色 』辿 h英 l之/, Ii';/ 褐色泣 4ふ ~ % 帽1.: 17クJJ!: 師器内泊iに!JI,付芥

II .~; {; 境 ・2 G≫ 1i 6) IJJ・か迅色 やや：~- ィi英、 I<イ1、角閃イ1、公j:j- ~,1<20~. 層 L. ロク tJl. 師船、内な必り

15 ぶ台消 01 S) (2 71 ｝火）lぷ色 1ヽ良 イ,!)', iり閃I聾 [<I ぷ20•; , lり1-1. P クロ l:師祁• I('. 絨イiり

16 須也覺 1J]fk色 序辿 f, 炎、長/1、り＼色位 !"I: !, 胃上..(: 馘イ，-り、 l~lf

17 須恵甕 M: 色 ？辿 1'1英、 kh 破 Jj 隕 l:.ぷ,1

1$ 羽キ 淡lJ/.迅色 管辿 符砂杓 破 片 nl.l. .l帥ttLil、Jfuクr』
19 A (20. 0) {3 ii 淡iじが色 情逍l イ9英 fり閃I,.徴紗校 4 ボ JO~.. S¥← ,; I・ 的Ttl::ti 非ロクロ

20 虎 (19. 5) 3 11 灰迅色 やや,.・ 徴的"~ “ぷ7•• 胃上上的U'l.2:1.Jf. uク[J

21 小形邊 (12. 7) 《[8 灰iJ,赤色 R好 供紗ti,少応 11/IW [<I ふ 7~.. 隕 I:

’`” ャ おけ史
(IJ 0) :2 31 淡凶が色 悴通 イ心と、宝11、依砂拉 3ヽ）, 1,• ,, 11.L 

2J 也 Ct 6≫ (!i 0) 炊;J,迅色 やや屯 徴紗粒 [<詞<W% 隕上

21 ~ 粒 1 (1 3) 岬赤褐色 ifil!i ィi英、 fり閃{iチャート、徴砂杓 [>:I ヽ r, io•. 糟上

25 r;;~ 仄沿色 汗辿 い位多し、 薮）； S\~'.)、加竹利J'

ぶ 器憧 艮さ (<m) 紺 (c,.J )'fさくc●,l •fi さ<•> ≪H  偏i

“ 祁 .tJIJ:・ 7. 0 5. 8 l 8 78. 7 !'.!,'/ 祁隕而；こ調灼科耀iい）

27 Mり{-, I 5 3 i 3 I 65. 2 チャート 仝面'(;耗

28 if1りィ・； 3. 9 3. 6 3 6 56. 2 /I)「/J安11』ti 介一面丸く研fl)

~1-f.l><: 域外
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【2・1}(主居跡A-A'

1

2
3
4
 

暗凶褐色 Iこ

暗茶褐色 l:・
賠茶褐色ヒ

暗茶褐色七

I; 屈説PJJI 

-=:J-+-

ローム粒多他焼上粒少炊含む

ローム粒 ・ロームプロック 多牝含む。

ローム粒・ ロームプロック ・焼七位を少依含むく

ローム粒少故、 ロームプロックを多位含む，

2

3

 

3
 

if箕褐色：L 

的褐色土

賠褐色土

B 
一•••

C 

67 00 

麟
{ 2サ住届跡c-c・ ヒ屈説明l
I 町茶褐色十→ ローム粒・ 焼 t粒を少,>;t含む。
乙 暗茶褐色士 焼 t粒多凧ー、ローム粒 ・ロームプ

ロック少址含む

ローム校多 11(、焼 I:粒を微「K含む＾

C' 

賠!Am色十．

D 

67 00 

二三攣[ 2衿-,u,:-r芥0-D・ ヒ附説明）
I fti'i茶渇色t ローム粒 ・焼 1-.粒を少：t含む0
2 茶褐色 I'.ー ローム粒 • ロームプロ ックを少；R

含む．
ロームプロック 多孔ローム粒少

t含む
ローム粒；

含む。

o・ 

3
 
明茶閲色・I:

゜
2m 

．
 

、― 賠茶掲色＋

第30函 2号住居跡実測図

ロームプロ ックを少t,i
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I ~Ii茶褐色,~ lコーム粒 ・ ロ —ー ムプ！）ック少 ric含む
2 煎褐色 f・. 炭化物 ・焼上位を少I止` ローム粒 ．

uームプロック杓r含む
.J I培褐色 I・. 焼 I:校多f；1:、ローム位を少：，t含む』
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第31図 2号住居跡カマド実測図
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第33図 2号住居跡出土遺物実洵l因 (2)

2号住居跡出土辿物硯察表
岱サ 裕 tfl 口径(<●) 湘~, (c●) 庇t~(r●) 色 a 焼成 駅 上 穫{f,f! 溢 .'< ， 

1 須忠 l小 ([ 1. 9) ≪J. 2} 拭l(llll色 .i;n ・1ーヤート．掲色位 図,,、10% Pit 3、木野

2 須息坪 (13. 2) ~2 7} 淡伏色 やや患 微砂粒、 lll色わt 凶,,ヽ15% 層t.岱松やや Ii~. ,!、野

3 須必外 (12. 7) (2.9 仄色 青通 h炎. !~fi. 11・ 沿 囚'"7 •• 屯（こ、 l<'f

4 111恵 tl' (1. I) (6, I) 陪灰色 停通 k r;、)ヤ¥'} 図ふ20')。濱t.a! 邪何"'"'切り A、五控．ぷ'f
5 須必杯 ≪1. 2) (6.3) ljJJ火色 仔通 /,~. Jc/,. 片l'l 図小20% 項I:、底沼同転名UJ>J).、躙整奮 Uf

6 i/t.¥!Jぷt,J庭 12」) (7 ,) 仄亦掲色 やや芯 わ央、田色"''- 図,Jヽ20% 償 t.演（七焔_ fc野

7 須.'.¥!!;,,古屯 (l l.S) ,2. 2) 明赤褐色 やや息 歎砂位、沿色粒 図小10% カマド、澄化焔. l野

s if(必祁台壌 (2 l) (7. I) 灰赤粕色 1ヽ良 砂的、 Iも色位 図,,<30% 4ヽIヽ．隕化焔. !-野， 須也，,;;台境 ≪t. 2≫ (7, 8) 灰色 仔辿 JH;、片府 図和5•, I':! L. "'野
10 ぶ台演 ()3~) (2. I) :.I.I氾～仄悦 n好 r,・ 炎、 (f,'I良） [<i示10% l'tlt・. ロクロ 1,油お

II 須出ぶ外坑 明灰色 R好 +炎.Jと石 肢 H 渇L 脚にSかし孔/1り、 ・'、野

12 須恵甕 明灰色 曽通 打炎、 JH,、 I¥色粒 破片 環t. I<野

13 限 (lB. 7) (3. 91: 水迅色 丹通 砂t~ 図ふ15% 図ぷ

II 甕 (20 i) (3 5~ 灰介渇色 良好 石英ヤ微砂校、 (M良） 図,,.,5% 隕上

15 七付央 (10. 0) (3 I) 円沿色 占逍l ゎ英-/1100在徴砂校 図,,、5% !IJ: 

16 台i寸皇 (10.9) ('.l. 2) 間が渇色 沿辿 {，炎` （り閃fi、徴砂粒 図ヽ Jヽw・.ffli 
17 台I寸甕 明橙氾色 胄曲 石炎、)<ィi,f/1006 Pド70% Pit・! 

IS 葺 (2 6) (5.:1) mte色 賢通 /,9¥:. fり閃{,,微砂杓 図,,,10% 図ぷ

Ao (1号 1一坑十i狂砂ll
J 茶褐色七 Uーム粒を多杖含む。
2 茶掲色十 ローム粒 ・ロームプロックを多杖含む。

・缶

麟
A" 

。
2m 
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W まとめ

(l) 熊野辿跡108次調査

熊野辿跡は、現任ま でに169地点において発掘

潤封が実施されてきた。131次調西における 1号・

2号住居跡から出土 した畿内産土師器の年代観か

ら、辿跡の成立は7世紀第3四半期と考えられる。

さらに、1次調査で検出された7ilf!X3間の掘立柱

建物跡をはじめとする大規模建物群等の存在か

ら、初期評家の性格が与えられている。

この131次調査区の南東約80mには、甥瑞原石を

出土 した連結住居が存在する。その50m先には、7

世紀後半～末槃の土器を多臥に出上した,17次調査

2号住居跡がある。土盤の呆・器種ともに農店で、

盤 • 脚付盤 • 円面硯が多いこ とから、評袋や行政

実務を想定されている。

そして、ここから南西80mには、7世紀後半の連

房式鍛冶工房 (31次調査）や、これに関連すると

考えられる廃滓場 (155次調査）など、鍛冶閃連辿

構群が存在する。

本報告の108次調査区はこの西南西40mに位四す

る。1号住居跡から多岱の土器煩が出土 したが、

床面上から籾土上恩まで堆栢しており 、住居廃絶

後に投棄された様子が看取される。時期は 7世紀

第4四半期と想定される。

47次調査 2号住居跡と時期が並行すると 考えら

れるが、器種組成は47次ほど多様ではない。 しか

し、 土師器坪の法批をみると 、暗文坪において重

椀的分化が顕著である（註 1)。131次出土上師器

が新旧の様相が混在していたのに対し、当辿物は

金属製容器の校倣と いう新しい要素が完全に受容

された次の段陛であると いえるであろう。

なお、本調査区の南に目を転じる と、掘立柱建

物跡や竪穴住居跡が重複する埼埋文調査D区が展

閲する。なかでも 「弓成」や 「万」のも柊占士器を

出土した竪穴住居跡が本調査区南方25mに存在す

ること は、 注目される。

大規模建物群の周辺は、周溝を伴う井戸跡や特

殊土坑、竪穴住居跡が並存している。出土追物に

ば脚付盤や畿内産土師器の出土が多く見られる。

周囲は「神主内」墨乳［土器を出土した43次調査

地点や、連房式鍛冶工房を検出 した31次調査地

点、 11飼製仏殿を出土 した24次調査地点などがあ

り、注目すべき辿構 ・追物が多いエリアである。

註 1 竹野谷俊夫氏のご散示による。

醤裏(om)

8 

北武蘇型坪径高憎数

ヽ•- --._ 

10·~ 

睛文汗径高指数

20 口径(cm)

ー、武-―會
10 15 10 

口径(cm)

(2) 西谷追跡

西谷辿跡は、岡知のとおり縄文時代益創期の磁

跡として苦名である。 しかしながら今回発見され

た辿f,l'tは、 9世紀中艇～後半の竪穴住居跡2軒で

あった。このうち 1号住居跡は、小鍛冶炉と想定

される土坑をもち、鉄製品も数点出土している。

西谷辿跡における発掘調査は、当調査が初回で

あり、辿跡の全容は不詳である。 本迎跡に近接し

水久保迫跡や柳原追跡など縄文時代卓創期～中

期の迫跡も存在するが、やはり末調査のため詳細

は不明である。更に本辿跡から西方約300mの藤

治川対岸に位四する山崎山南東斜面には、石原山

冗窯跡が存在する。未調杏の迎跡ではあるが、単

弁八葉蓮華文軒丸瓦及び単弁四築蓮陸文軒丸瓦が

採集されており 、9世紀後半から LO世紀の時期が

想定されている。小鍛冶炉をもつ 1号住居跡と時

期が近似するが、両者の閑係は不明である。

該期の追構が検出された初のケースであり 、今

後の調査例の氾加が待たれると ころである。

引用参考文献

O仙羽政之 • 竹野谷俊尺2001 r熊野瑣跡 i」岡部町迎跡関

査会

0島羽政之他200I「熊野追跡m」岡部町教育委且会
O赤熊浩ー2000「熊野／新且I瑣跡」埼宝県埋蔵文化財潤究

, ,~ 業団

O'岱田和）ミ2002「熊野辿跡 （八 ・C・D区）」埼玉肌埋蔵

化財謁杏事笈団

- 35-



,¥ . .・ '. ． 
＼
 ＼一 ，． ..' .•. .. 

I , ・、̀..． .. 
. ¥42次 ¥09次

51
次

¥
 

． ` 凶製¥!.、1(1¥¥',¥. 

-..-,: .-響ク
-~ -~ 

＼ 

155次

31次 マ

¥40次

ー ・ー・r

゜
,os次調査

届

4•. 

じ―

-

P

,1

• 

•

→

』

._— 

．．
 
ぃ
・・

ー

館

悴在

＼

ー

居

'

`
｀
`
q
 

r
 
"μ
 

.＇ 

¥

‘`.' 

，
 

1

.
 

ー

＼
 

．
 

．
 

．
 
．
 ．
 

．
 
．
 
＇` 

， 
19次

応む）｝に
副する釘

由屈物

牝’火より釘叫

66次
／
 

.~ 

酎認f)¥l<.

... ． 
．` 

130次A

' 

•-!Ct跨？

< 

¥56次

． ．． ． ． . . . ... • ・、.. . . . .. . . -、・-・.t, .、'.., 糾以cit.． 
— 
．． ． ＇ 

34次 't • •fo次

．．
 ．．
 ．
 
．
 

．．．． 

．． 
••• ... 

• •. ．．．
 
．．．
 
,̀ 
．
 

．．
 .`
 
．
．
 
．
 

．
 

．
 ．
 
．
 

．
 
第35函
熊野副跡9

08次調査区周
辺迅＼青回

—3G -



V 晶畑遺跡（第1次）



例言

l . 本章は、高畑追跡 (1次） の発掘調査報告である。

2. 発掘調査は古池翌禄 • 永井智教が担当した。

3. 本組の執筆及び編集は永井智教が担当し、挿図と図版の作成は中村岳彦（東海大学卒業生）と、 染

原慶多（立正大学学生）が行った。

4. 現地調査にあた っ ては、 野村満 ・ 小室翔平 • 神本沙織 （以上大IE大学学生） 、栗原疫多 ・半野哲也 ・

猪股忠利（以上立正大学学生）の協力を得た。

5. 本発掘調査で得られた賓料は、深谷市教育委員会が保管している。

6. 調査報告の過程で、以下の方々から御教示と御協力を頂いた。品して感謝の意を表 します。

長谷川低次・ 村松篤 • 桃薗正志 • 金井盟 ・大栄商事 ・技研測蔽設計株式会社 （敬称略）

凡例

l . 追構図関係は、調査区全測図が縮尺 l/300、その他辿梱図縮尺は各挿図中に明記してある。

2. 辿構断面図中の涙網がけは、 当該辿構構築時のベース、 すなわち上面が発掘を停止した面であるこ

とを示しており、 いわゆる地山陪を示すも(1)ではない。

3. 迫物図は、全て縮尺 1/3である

発掘調査の紺織

調査主体 深谷市教育委員会 教 脊 長

教育次長

事務局 深谷市教吉委員会生涯学習諜 課 長

目次

主幹兼課長補佐

課長補佐

文化財保護係長

主 査

主 任

主 任

主 任

臨時職員

臨時職員

挿図目次

猪野幸男

古川 国康

澤出晃越

武井 茂

大谷住雄

古池晋禄

在村 敏則 (18年IO月～）

畦元 直大

荻野 直芙

知久 裕昭

吉野智貰 (18年4月-----18年12月）

永井 智教 (~ 18年 1 2月 ）

例言凡例 目次

I. 発掘調査に至 る経緯 と 調査経過… •••• ••• •ヽ ···39
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Ill . 発掘調査の成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • • • •·•• •••· · •• • ・・43 
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第37図 調査地点の位置...........・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・44 

第38図 底畑迫跡全測図...、・・・........・・・・・・・・・・・..・-45 

第39図 基本居序・.......................• ・............. 45 

(¥l. まとめ...................................,, ● 9・・・・・・・・・,rn 第40図 A区迫構平面図・・・・・・・，.., .•.• .• , ・・・・・・・・・・・・46 

第41図 A区辿構断面図....., • • • • ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・47 

第42図 B 区辿構図 •・・・・・・・・・・・・・・・・、、・・・・・・・・・・・・・・..,47 

第43図 出七辿物.....・・ ・・ ・，........., • • ・・・・・・・・・・・・・・・48 
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I . 発掘調査に至る経緯と調蒼経過

］．発掘調査に至る経紺

平成18年 5月23日、市内西大沼地内で実施中の発掘調査現椒に、市内起会の工事現場から士器が発見

されたと の情報がもたらされた。お りしも濶査終了まで秒読み段階に突入し多忙な状況下ではあった

が、同 日午後には当該地を実見、迫跡地圏との照合によ って当該地は周知の包蔵地隣接地、すなわち辿

跡外である事を確認した。

工事は小規模土地改良工事で、 現状でエ市は施工途中であるが掘削箇所は残土に骰われていた為、施

工業者に連絡を取り、 継続施工時に観察させて欲しい旨を伝え、 協力を仰いだ。

およそ 1週間後の6月2日、工事業者から連絡があり 、エギを再開するので立ち会って欲しいとの話、

現地へ急行 した。対象地の一画が重機で掘削されると 、現地表下'10cm程度から溝状プランが確認され、

土師器細片の散布も見受けられる。辿構である可能性が高いこと から、エ叩業者の協力のもと当該地点

を掘り広げ、埋蔵文化財の所在を確定するに至った。

以上のような経緯をも って、 当該地は緊急発掘と して本調査を実施 し記録保存との判断を下した。調

査は包蔵地外での不時発見であり 、個人牒地の土地改良である こと から 補`助＇胆業 として行うものと し、

速やかに発掘届の提出等の事務手続きを行い、発掘調杏を開始した。

2. 調査経過

上記経綽を受けて、当該地は包蔵地の増補変更手続きを行い高畑辿跡 (60-004追跡）の一部となった。

正式な発掘調査は初であるこ とから、本ポ業は裔畑追跡（第 1次） とした。以下、 発掘濶杏の経緯を日

誌抄に示す。

6月12El 溝跡 (SD-Iと呼称）を掘り下げるし深く しつ

かりした沿構である。

6月13日 瀾企区束壁の整形と確認面の粕究を行う。潤牡区

の約 6割程度が撹乱されている ことも明らかとなった．また、

溝跡とそれにかかる悦乱上の掘削も行う。股乱は思いのほか深

く、 その下から迎構が確認される可能性は非常に低いことが判

明した。また』査区東吸の分粕を行ったと ころ、，凋査区南布り

から変換点をもって南側へIA地形が下がることも判明"II的黄褐

色のシル トと細砂灼がId'りとなる投上で、J-屈培に鬼翡式と思わ

れる tlili器小片を含むことから、慨れ古代以前と芳えられよう

か。

6月1ヽ18 SD-2の掘り和fを行う。 f想 に反して浅く 、

複数条の構が屯複した状況を示し、底而にば鉄分の沈4咋が顕

む。出土迫物ぱ上師甜小蔽片が少 1,~。

6月15日 SD-2・ 3・4の掘り下げを行う。1B地形が 下が

る箇所に堆栢した煤色土中より土師器坪が出上。 7 世紀末~8

世紀初頭の時期が与えられ、出上屈位I])符徴も勘案すると）;!/J 

辺閃度が安定した時期を示すと吟えられななお13区における

11:1地形の勾!Sc方向は、滞跡とf,iJ様である ことが判明。

6月16日 雨天の為、現地作業は中止 し、 出土迫物の整理等

を行う

6月20日 作業員と学生の計3名で、 B区の精1i:及び浅い溝

状社地の掘り下げ。邪地は黒褐色上によって埋没しており 、古

代の土師器小破片を少は含んでいる (1511出上の上師器坪は伺

/f.1位中からの出土），門地の庇i面は組砂および暗貨掲色のシル

トで、 IIJ流路起源の窪地を水が流れたものと 考えられる。

6月21日 AIK悦乱西：こ残されたSIJ-lと、B区の翔地を

掘り Fげる。A区のs1)-[は浅く広い落ち込みが東側に付#}

しており、全く別の辿構とみるか、ある tヽ／ま佑I. の迫構かは現

状では不明。またこの洛ら込み内には上堀が 1カ所あり、 SK

- Iと命名 して半裁で掘り 卜げ。確認面からは lメー トル以,-_

あって深いが、上師器の細片が仰かに出，卜する以外は明確な迫

物は無い。B区の邪地は、 9日8の細砂Mをサプトレンチで抜い

たと ころ、砂1'1'(下から平安時代の須必器H破片が出上。そのた
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め砂序を全体的に除上し始めるが、 土師器細片以外に出上辿物

ぱ無い。

6月22日 A区校乱西では、SD-1西の落ち込み南側から

SD-3の延長部を確認，,落ち込み投上がSD・-3覆上 Kに釆

ることから、新1日関係は明瞭である。

6月230 学'-F.2名で、SD-2とSK-1の上屈断而図作

成を行う。

6月26日 先Flの雨により視場が水没し、崩埃箇所も多い。

.•. 日排オ（作業に追われる。sl)ー 2のベルト除去と、SX-1・

2の掘り下げ。 sxは不定形な形状を示し、述紐する I:哄状を

兒するが、鬼I，氾期の.[:訓i器細片以外は出土しない，また本日は

追楕測秘も行われた。

6月27E:l 昨夜の雨により冠水しており 、適宜排水作業を行

ぅさ 午前中は s0- 2~.1 と S x-1・2 (/)消掃と''-J..lば撮彩。午

後からはSD-l恒側邪の崩浴上の除去と、 SK・-lの残り半

分を掘りドげる。

6月28日 SD-1西側周辺と北側の柏柚 ・t.-1彩。瀾査Iぷ墜
にかかる上倍断r面図の作成，.

6月29日 」—屈断面図の作成を行い、 その後は機材の片付け

を行う。
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Il、高畑遺跡の地理・歴史的環境

1. 地理的屎境

岱畑辿跡は、深谷市北部の大字裔畑の集落を中心に、起会 ・内ヶ島地内に蹄る広大な迫跡で、東西約

800m、南北約400mの範囲で把握されている。追跡内は大半が畑で、「商畑Jの地名が示す如く周囲から

一段i研い[:,'j状の微麻地の様相を呈する。

高畑追跡とその周辺は、地理学的には利根川とその支流が氾濫を繰り返す氾濫原で、俗に妻沼低地と

呼ばれる地域である。今日 の妻沼低地の屎観は、広大な水田の広がる正に低地と言うに相応しいもので

あるが、実のところこれは、 土地改良¥業による水田化や、 地場産業である棘瓦や瓦に供する粘土採取

の累柏に過ぎない。 近年の発掘調査からは、微高地とそれを分断する河川起源の低地常が反復する、低

地としては起伏に富んだ地形と復元される。

こうした状況から、 島状をなす高畑は、本来の衷沼低地の姿を今に残している ものと言えよう。周辺

の地名に内ヶ 島 ・矢島 ・血洗島など、 島を付すものが多い点も輿味深い。氾濫時には微高地が島状に狐

立する様子が地名に反映されたと見るべきであろう。

2. 歴史的屎悦

高畑辿跡周辺は、市内でも最も談密な迫跡分布の認められる地域である。これらの辿跡は縄文後期に

遡る均合もあるが、人半の迫跡で確認されるのは占墳時代、 特に後期の集落辿跡であり、該期が妻沼低

地開発のエポック であったことは想像に難くない。

山地域における辿跡については、既fりの報告占において再三にわたり概観されてきたところである。
従ってここでは、今回の発掘調査で検出された迫梱 ・辿物と 同時代、古坑～中世に至る追跡について節

単に触れ、底畑追跡理解への一助としたい。

古頌時代前期の代表的な集落迎跡としてぱ 、 矢島南辿跡 ・ ト•手計西浦追跡 ・ ‘活ヶ谷戸迎跡がある。 該

期は追跡数そのものは弥生時代に比べて増加するとは言え、さして多いとは言えない。また、これらの

辿跡は、 いわゆる「上野型S字甕」を主体とする七器組成をもつという特徴があり 、利根川を隔てた群馬

県地域との段lわりが強iい地域と位四づけられる。柏硲と しては東川端辿跡があり 、東悔系のパレススタ

ィルの壺を伴う小規模な方形周溝盗群である。

古瑣時代中期は、前期からの継続と後期への移行とい う過渡的な時期で、カマ ドの祁入は該期の後半

である。代表的な集落追跡として戸森前辿跡や柳町追跡があり 、前者は前期からの糊続、後者ぱ後期へ

と発展する集落追跡である。該期の団幽としては戸森松原辿跡があり 、円形と方形の瑣砥が混在する、

本地域における群集屈の初源的様相を短う ことができる。

古埃時代後期になると、 追跡数は爆発的に増加する。代表的な集落辿跡としては城北追跡・居立辿跡・

木郷前東辿跡 ・新屋敷東追跡 ・上敷免辿跡 ・八日 市追跡など枚挙に暇が無い状態で、集落内における住

居跡の重複が激しくなる特徴がある。これは単に人口の増加もあろうが、大家族から核家族というよう

な家族構成の変化が追跡に総見したものとも考えられ、本地域の社会構造に革命的な変化が生じた時期

でもある。瑣語としては、本地域東端に位四する前方後円坑の横塚山古瑣や、南方に控える櫛挽台地北

縁に累 々 と築かれた木の本古瑣群、低地内の上増田古瑣群、 戸森や邸畑 • 上敷免地内に点在する無名古

附があ り、 住居数に対応してその数はやはり多い。 しかしながら現状で横塚山占墳以外は小規模な円珀

で、木地域の東方に一大勢力圏を形成する埼玉政権の傘下となる地域なのかも知れない。流域的には上

流になる児玉地域や、利根川を挟んだ上野地域と拮抗する よう な地域と して位四づけることも可能であ

る。重複の激 しい住居群から推定される核家族化と世梢数の増加は、古度に垣問見られる様々な規制と

連動 し、 布力者の発生が抑制される仕組みの存在を考えておきたい。

奈良時代には、本地域の大半は幡羅郡となる口幡羅郡の郡家は櫛挽台地の突端に位岡する幡羅辿跡が

ほぼ確実で、正倉は西の榛沢郡家と福川を再掘削した運河によって結ばれていた。集落追跡と しては

宮ヶ谷戸追跡や東）II端辿跡があり 、前時期までに兄られた無節操なまでの集落の拡大は終焉し、 それま
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であまり住居が造られなかった場所に展閲する。また、掘立柱建物を含み計画性が涵い点も特徴的で、

その占地も含め条里水田の施工に伴い集落位府が移動する現象と考えられ、律令の強い規制を短わせる

時期でもある。

平安時代になる と、 集落追跡は増加する傾向を見せる。 代表的な集落迎跡としてぱ、 宮ヶ谷戸迎跡 ・

JJ!l沼西辿跡などがあり 、花小路辿跡では居宅的様相を示す政梢群も確認されている。前時期からの条

水田の施」こは該期に活発化し、 律令の規制が緩み始める と共に私的財産を菩えた一族が発生する余地が

生じたのであろ う。 森下追跡における条里型地割の反復は、開発に蹄起となる彼らの姿を初彿と させる

ものがある。

中世は調査例が少ない為に不明な点が多いが、点在する方形館の存在からは、平安時代の後半に私的

財産を怒えた一族が、武士へと成長する過程が推定される。追跡数の少なさも、古瑣後期とは対極的に

大家族化が促進された結果であろ う。耕作地の開発には、既存の条里型地割を引き継ぐ楊合と 、新たな

耕作地を求め禎極的に水路を叫堅する場合があり 、原辿跡に代表される泄の辿跡によ って装付けられ

る。高畑辿跡もまた、こう した中世的な開発行為を示す例として評価できよう。

第36図 調査地点と周辺の辿跡 (s=l/50000) 
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皿発掘調査の成果

l. 調査の概要

当該地は工事中の不時発見である為、既に破壊された部分もあ り、結果的には追構の残存する可能性

が沿jい範囲を中心にA区 ・B区の 2地点の調査区を設定 した。調査面租は390rn'である。

2. 検出された辿樅

調査によっ て検出された辿構は、溝状辿構 （略号SD) 5 条 • 土檄（略号sI<) l某 ・性格不明追構

（略号SX) 2箇所と河川跡 l条である。 以下、種別ごとに個々の辿構の所見を述べる。

a. 溝状迎構 (SD)

SD-1 A区北半に3条並行する溝の うち西端の迎構。幅は確認面で2.3m、深さ lmをはかり、断

面形態はV字に近い逆台形を呈する。中程にエ具痕を残すテラス状の段を持ち、土阿断面の競察からは

埋没過程で最低2回以上再掘削した結果と考えられる。また、調査区西壁付近では、面的に掘れていな

い為に不明確だが東側に広いテラスをもつらしく 、SD-3とSK-lの上半を破壊 している。本追構

からの出土迎物としては、混入の土師器破片が主体であるが、 毅上に浅間Bと推定されるパミスが混入

しており、 中世に時期比定されよう。底面に細砂が互屈をなしており 、水流の痕跡と判断される。

S D-2 A区北半に3条並行する溝のうち東端の追構。 幅は確認面で約2.Sm、深さは最大0.3m、没

< 1111. 状を呈し、複数の溝が屯複した様相を示す。土師器小破片以外に角I刈石安山岩片も出上しており 、
これを石造物の破片と見るならば本追構も中世である可能性が高い。底面には部分的に細砂が堆粕して

おり、水流があったことを疫わせる。

SD-3 A区の中央北寄りを東西に走る溝。上端幅l.6m、深さぱ0.7m、断面は逆台形を呈する。

他の追構よ り判別 し難 い投土で、上面に黒色土が堆秘し、 鬼高式の土師器破片がやや多く出七している

点からは、古屈～古代の時期である可能性が胚い。底面には砂の堆積も無く、水路というよりは区圃描

のような性格が推定される。

SD-4 A区北半に 3条並行する溝のうち中央の辿構。幅は確認面で約0.6m、深さは域大0.3mで、

北側調査区壁での断面観察では、東側のSD-2と一体をなしていた可能性が高い。上師器）す以外の出

土辿物は無いが、 走軸から中世と考えられよう。

SD-5 B区で確認され、出土迫物は無い。走軸から SD-1に近い時期が想定される。

b. 土咄 (SK)

S K-1 A区西側調査区壁近くに位四 し、J-・ 半を SD-l O)テラ ス状部分に削られている。 出土辿

物は土師器の小破片のみだが、切り合い関係からは中世ごろと推定される。

C. 性格不明迎構 (SX) 

潤査区東壁にかかるSX-1・ 2ぱ、互いに形態が酷似し、隣り合って位此する点からも同じ性格の

辿構と考えられる。具体的には溝持ちを有する掘立柱建物の柱穴と考えているが、 積極的な根拠は乏し

い。 骰土や出士迎物からは、 SD-3と同時期と考えられる。

cl . 河川跡

B区の大半を占める辿構で、 A区南端の基本屈序Cで断面確認した落ち込みと 同一の辿構と考えられ

る。浅い皿状の断面形態で、底面は砂町、イ笈土は黒掲色土である。底面から平安時代の須恵器坪、投士

中には奈良時代の土師器坪の大型破片等が流れ込んでいた。
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第38図 高畑遺跡全測図
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灰景褐色土 応 ・Aハミスわずかに倉む J~ 作土およびhクラン門
淡景褐色土 灰S色シルト粒子多く書む 洪水増積層．

饂渇色土 マンガン沈冠層• ある請期の水田床であらう • 白色ハミ ス少量含む
罐賃褐色土 黒渇色土をまだらに含み-~にU分が多い• 1B1~ 作工か？
鳳褐色土 m層と同じ．
鳳褐色工 臼色パミスをやや多く含み、やや行情nの庄じ、

11 灰藁褐色土 シルト貫で本だら• 下隋に記砂ラミナを認め．旧ヨ遍フクエと量えられる．

VI 賃渇色土 シルト貫で、マンガンとい分を多く書む

区 灰茶鴻色け水性遷積のll!it層．
X 11員渇色土 シルト賃でマンガン多い
XI II員渇色土 サ賃シルト陥． ※ にコ マンガンぶIll層

゜
1 :40 1 m 

第39図 基本階序
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カク乱

9 灰渇色 土 シルトブロックやや多く含む．
2 灰褐色 土 シルトブロック多く含む。

3 明灰褐色土 粘土買• シルト粒子含む．
4 明茶褐色土 シル ト主体

。
第40図 A区遠構平面図
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I 淡茶渇色土 ＇が乍土およびカクラ ン土Ill.

2 淡茶渇色エ マンガン・パミ ス日立つ．床．

3 茶渇色土 シル トしもふり状．パミ ス少量含む．

4 茶褐色土 シル ト多 く含む＇`

5 茶褐色土 マンガン・パミ スやや多い．

6 灰 渇色土紐分多く,,Iミスやや含む。

7 暗灰褐色土鉄分 •/ ( ミ ス多く 、 やや砂tr .

8 暗灰渇色土 砂質で黒灰色土プロック含み、 しまりやや＂・

9 灰褐 色土 e色シルト多く含み． 餃分目 立つ。

3< c
 

1 灰 渇色 土 バミス粒子多く （浅間？）含み、

紅分多く沈静する．

2 灰渇色土細砂多く含<,・.*迂の影胃かつ

3 明灰褐色土 貧褐色 シルト ブロ ック含む•

4 暗仄褐色土 シルトブロッ ク・ パミス含む．

5 暗灰渇色土 シルトプロック含み． 砂賃．

水茂の彰曹か？

D 
3, 5伽

.. D' 

.c・ 

SD-2 

～—-一~—-· 

1 淡茶渇色土耕作土層．

2 淡茶褐色土 灰褐色シルト粒子含む． 洪水堆f~陪．

3 灰褐色土餃斑粒 ・パシス含む.18紐作土層？

4 凰褐色土白色バミスわずかに含む．

5 暗灰色エ マンガン粒含む．

6 開灰色土 V瘍に似るが｀銭分やや多い．

7 灰渇色土やや砂賃．

8 茶渇色土銭分多い．

9 靖茶渇色土 マンガン多い

10 Ill茶渇色土 マンガン含む•

SD-3 

巳
35. 00. 

~-

F 
35磁

F' 

1 茶渇色土紐作土図

2 淡茶褐色土 シルト粒子含む．

3 餞茶褐色土 マン ガ ン・ 鉄分・ハミス少量含む•

4 灰渇色土汲分・マンガンやや含む．

SD-1 SD-4 

2
 

l 淡茶褐色土 J~ 作土層．
2 淡茶褐色土 シル ト粒子を含む．

3 灰褐色土 紋分•バミス含み｀鼠褐色土 ブ ロ ッ ク 湯所により含む•
4 黒褐色土 マンガン粒子 ・パミス含む．

5 睛灰色土 マンガン粒子 ・ 鉄分含む•

6 茶渇色土 シル トプロック含む．

7 灰茶褐色土 マンガン粒子多い．

8 茶褐色土 シルト プロッ ク；；； ＜含む •
9 茶褐色土 マンガン・餃分含む．

10 閉灰色土 マンガン多い雫

11 淡茶渇色土 マンガン粒子少ない。 S x-1・2 

第41図 A区迫構断面図
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第42固 B区迫構図
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第43図出土遺物

3. l.l:¥土迫物

調査によって出土 した辿物は、大半が鬼高式の上師器小破片であった。ここでは河川跡から出土した

2点の土器と l点の石器、表土から出土した土器3点を図示した。詳細な観察は表に譲る として、河川

跡から出土した土器について、 以下筒単に補足しておきたいC，

第8図 lの須恵器坪は末野産で、底部の処理を拠り所に 9世紀前半煩と推定、2は上師器坪で、 棋倣

坪の末裔となる器形から、8皿紀初頭の年代を与えておきたい。これらは微弱な毀料ではあるものの、

これまで調査事例のほとんど無かった当地域においては、 周辺に該期の集落の存在を推定しうる根拠と

して盃要である。

IV. まとめ

今回の発掘調査は、辿跡範囲外での不時発見を端緒と したものであったが、辿跡範囲の培補変更を経

て高畑追跡初の本格的な調査と なった。結果と して古代～中』の灌漑関迎追構と 、古瑣時代～平安時

代・中世に及ぶ辿物が確認された。微高地に営まれた集落辿跡と推定される高畑辿跡の、いわば周縁部

分の一画を調査したこと になるが、灌漑用水路と思われる溝中心の追構様相は、妻沼低地の微底地縁辺

における土地利用や、耕地開発の一端を示すものとして意義のある成果を褐たと考えている。

ここで若干の補足を しておきたい。Ill]はでは触れられなかったが、調査区の某本誇序には洪水堆籾J杓

を挟み、水田床と推定されるマンガン凝集居を 2面確認している。特に下位の水田床推定同は、SD-

l・2・4と同時期の可能性が高く、だとすれば中 I止の水田跡と判断でき る ［第4図参照］。古瑣時代に

始まると される妻沼低地内の河川埋没は、地形を平坦化し、 中世には出水時の被害も深刻となっていた

と推定される。今回確認した洪水に埋もれた中世の水田跡には、度重なる水古にも挫けず水田を造り続

げた人々 のた くましさが垣間見れる。

た、本報告を作成している今現在、高畑辿跡は第 2次濶査も終 了し、開発に先立つ確認調査も l箇

所実施された。広大な迫跡範囲に対し極めて僅かな面柏であるが、古瑣時代後期における大規模集落の

片隣が見え始めている。邸畑辿跡とその周辺の様相が明らかとなる日はまだ先のことだが、ある程度の

情報の祖積を待って検討する機会を持てればと考えている。

最後に、埋蔵文化財の保設に深い理解を示され、調査への協力を惜しまれなかった地権者の金井盟氏

をはじめとする、関係各位の方々 に感謝の意を表したい。なお本報告に隙して、多く の既flj報告芯を参

考と しているが、 紙面の都合から参考文献は割愛した。お詫び申 し上げると共に、筆者の能力に帰する

問題と してご買容頂きたい。 （永井）
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写真図版



図版 1

全保（東から）

1号住居跡辿物出上状況(1) 1号住居跡辿物出土状況(2)

1号住居跡カマドi'i1物出上状況

2号住居跡 1号上坑



図版2
西谷追跡検出迎構

全娯（南から）

1号住居跡 1号住居跡上坑検出状況

2号住居跡

2号住居跡七坑検出状況 2号住居跡カマド



図版3

2号渭（北から）



図版4
高畑辿跡 l次検出追梱(2)

基本席序 (J¥区 ・8-13・') 

1号溝南半のエ具痕 3サ溝 （西から）

4号滞 （南西から） 1号上坑 （東から）

SX-1・2(北から）



熊野辿跡108次出土追物(I)
図版5

l号住居跡No.I 1号住居跡No.3 1号住居跡No.6 

l号住居跡No.9 1号住居跡No.10 l刃住居跡No.16

1号住居跡No.17 I打住居跡No20 1号住居跡No.21

1号住居跡No.22 1号住居跡No.23 1号住居跡No.24

l 荒•（主居跡No.26 1号住居跡No.31 1号住居跡No.37

1号住居跡No.38 1芳住居跡No.ヽ10 L号住居跡No.45



図版6
熊野迫跡108次出土追物(2)

1号（主居跡No.48 1恐住居跡No.51 1号住居跡No.54

l岳住居跡No.63 1号住居跡No.64 1号住居跡No.70

1号住居跡No.7 l 1号住居跡No.74 1月住居跡油75

l号住居跡No.79 1号住居跡No.81 J号住居跡褐82

1号住居跡悩83 1号住居跡No.84 1号住居跡No.89

1号（主居跡褐95 l号住居跡No.109 1号（主居跡No.!10 



熊野磁跡108次出土迫物(3)
図版7

1号住居跡1',1<,.Jl2 1号住居跡Nol17 1号住居跡No.123

1号住居跡No.124 1号住居跡No127 l号住居跡No.137

1号住居跡No.140 1号住居跡No.141 1号住居跡No.142

1号住居跡No.144 1号住居跡No.145 1号住居跡No.152

1号住居跡悩155 1号住居跡No.157 1号住居跡Nol61



図版8
熊野辿跡108次出土迫物('1)

1号住居跡No.165

）号住居跡No.158 L号住居跡No.159

1号住居跡No.16i 1 号住居跡No.!68~ 1 7 0 1号住居跡No.171・ 172

一
1号住居跡No.174-li6 2号住居跡No.3 2号住居跡No.4

2号住居跡No.13 2号住居跡油16 2号住居跡No.23



西谷辿跡出上辿物
図版 9

西谷辿跡 l号住居跡須恵器 1号住居跡土師器

l号f:t居跡縄文上器 ・石器

2号住居跡須恵器 2号住居跡土師器
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